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束
イ
ン
ド
に
お
け
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
空
間
と
華
人

山

本

信

人



は
じ
め
に

定
期
刊
行
物
市
場
｜
｜
監
視
の
な
か
の
拡
大
｜
｜

『
澗
水
新
日
報
』
の
魅
力

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

ー
ー
ー
リ
ム
・
ク
ン
・
ヒ
ア
ン
｜
｜

四

知
識
人
・
華
人
・
論
争

お
わ
り
に



は
じ
め
に

バ
パ
の
悲
劇
と
は
、
か
れ
ら
が
土
着
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
に
な
る
に
は
あ
ま
り
に
中
国
人
的
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、

中
国
人
と
い
う
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
同
化
し
す
ぎ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。

一
O
O
パ
ー
セ
ン
ト

東インドにおけるジャーナリスト空間と華人（山本信人）

一
九
四
五
年
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
独
立
を
宣
言
し
て
か
ら
三
年
を
経
た
時
点
で
、
華
人
系
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ク
ウ
ェ
・
ケ
ク
・

ベ
ン
氏
名

g
同
島
田

gm、
一
九
0
0｜
一
九
七
四
）
は
自
伝
的
著
作
を
発
表
し
た
。
か
れ
は
一
九

O
O年
に
バ
タ
ヴ
ィ
ア
で
生
ま
れ
（
い

わ
ゆ
る
パ
タ
ヴ
ィ
ア
人
）
、
オ
ラ
ン
ダ
語
中
国
人
学
校
（
H
C
S
）
お
よ
び
オ
ラ
ン
ダ
高
等
学
校
（
M
U
L
O
）
で
学
ん
だ
。
オ
ラ
ン
ダ

語
中
国
人
学
校
で
教
鞭
を
執
る
傍
ら
、
当
時
東
イ
ン
ド
（
植
民
地
期
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
に
お
い
て
親
中
国
か
つ
中
華
ナ
シ
ヨ
ナ
リ
ズ

ム
の
先
鋒
と
な
っ
て
い
た
「
新
報
』
（
出

3
3）
へ
頻
繁
に
投
稿
し
て
い
た
。
「
新
報
』

は
東
イ
ン
ド
で
最
大
か
つ
も
っ
と
も
影
響
力

を
有
し
た
華
人
系
新
聞
で
あ
っ
た
。

一
九
二
五
年
、

ク
ウ
ェ
・
ケ
ク
・
ベ
ン
が
二
五
歳
の
時
、
「
新
報
』

の
華
人
系
マ
レ

l
語
版
編

集
主
幹
に
抜
擢
さ
れ
、
以
後
二
三
年
間
そ
の
職
に
あ
っ
た
。
か
れ
は
植
民
地
期
か
ら
独
立
直
後
の
時
代
、
東
イ
ン
ド
を
代
表
す
る
ジ

ャ
l
ナ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
。

そ
の
ク
ウ
ェ
・
ケ
ク
・
ベ
ン
は
右
の
引
用
文
に
お
い
て
、
独
立
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
華
人
、
特
に
バ
バ
と
呼
ば
れ
る
華
人
の
苦
悩

を
描
写
し
て
い
る
。
バ
バ
は
プ
ラ
ナ
カ
ン
と
も
呼
ば
れ
る
一
群
の
人
び
と
で
あ
り
、
社
会
的
な
地
位
は
か
な
ら
ず
し
も
確
定
さ
れ
て

は
い
な
か
っ
た
。
プ
ラ
ナ
カ
ン
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
的
で
あ
り
な
が
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
で
は
な
く
、
か
と
い
っ
て
中
国
人
的
で
は

あ
り
な
が
ら
中
国
人
で
は
な
い
。
プ
ラ
ナ
カ
ン
の
こ
う
し
た
社
会
的
地
位
の
不
安
定
さ
は
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
時
代
に
は
そ
れ
ほ
ど
強

く
感
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
独
立
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
プ
ラ
ナ
カ
ン
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
危
機
感
を
も
っ

22ラ

て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
自
身
が
プ
ラ
ナ
カ
ン
で
あ
る
ク
ウ
ェ
・
ケ
ク
・
ベ
ン
は
そ
う
し
た
プ
ラ
ナ
カ
ン
の
心
情
を
率
直
に



吐
露
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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で
は
、
な
ぜ
プ
ラ
ナ
カ
ン
、
し
か
も
プ
ラ
ナ
カ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ク
ウ
ェ
・
ケ
ク
・
ベ
ン
の
言
葉
が
大
切
な
の
か
。
端
的

に
い
う
と
、
プ
ラ
ナ
カ
ン
は
二

O
世
紀
前
半
の
東
イ
ン
ド
に
お
け
る
政
治
を
理
解
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
存
在
だ
か
ら
で
あ
る
。
プ

ラ
ナ
カ
ン
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
形
成
と
展
開
に
多
大
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
。
二

O
世
紀
初
頭
の
イ
ン
ド
ネ
シ

慶醸の政治学

ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
華
人
と
の
関
係
性
を
無
視
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
と
え
ば
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ナ
シ
ヨ

ナ
リ
ズ
ム
の
形
成
史
を
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
に
再
現
し
た
プ
ラ
ム
デ
ィ
ヤ
・
ア
ナ
ン
タ
・
ト
ゥ

l
ル

（
匂
富
田
。
。
仏
三
〉

E
D
S
F
R）
の
四
部

『
足
跡
』
（
ケ
．
与
』
い

s
h
E
S
と
題
す
る
作
品
は
、
プ
ラ
ナ
カ
ン
を
中
心
と
し
た
華
人
系
住
民
の
民
族
的
な
覚
醒
の

足
跡
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
が
た
ど
っ
て
い
っ
た
経
緯
を
描
写
し
て
い
る
。
ま
た
、
プ
ラ
ム
デ
ィ
ヤ
・
ア
ナ
ン
タ
・

作
の
一
つ
で
あ
る

ト
ゥ

l
ル
が
そ
の
小
説
の
な
か
で
中
核
的
な
役
割
を
あ
た
え
、
白
石
隆
が
初
期
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
研
究
で
的
確
に

指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
新
聞
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
一
つ
の
重
要
な
運
動
の
形
式
で
あ
っ
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
独
立
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
作
り
あ
げ
て
き
た
公
定
史
の
な
か
で
は
、
華
人
お
よ
び
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
対
す
る

評
価
が
か
な
ら
ず
し
も
高
く
な
い
。
そ
も
そ
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
関
し
て
も
妥
当
な
歴
史
的
評
価
は
し
て
い
な

の
影
響
を
受
け
て
か
、
過
去
二

O
年
ほ
ど
の
あ
い
だ
に
、
東
イ
ン
ド

い
。
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の

『
想
像
の
共
同
体
』

に
お
け
る
新
聞
の
政
治
的
機
能
と
役
割
に
関
す
る
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
は
新
聞
研
究
の
枠
に
と
ど
ま
る

傾
向
が
あ
る
。
ま
た
、
従
来
の
華
人
研
究
は
華
人
を
軸
に
整
理
し
す
ぎ
る
嫌
い
が
あ
っ
た
。

一
九
五

0
年
代
末
以
降
、

ア
メ
リ
カ
の

東
南
ア
ジ
ア
研
究
は
華
人
研
究
に
力
を
傾
注
し
た
た
め
に
、
そ
こ
か
ら
は
い
く
つ
も
の
良
質
な
研
究
が
輩
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
は
植
民
地
お
よ
び
独
立
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
華
人
の
社
会
的
・
法
的
地
位
の
問
題
あ
る
い
は
華
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お

け
る
政
治
に
主
た
る
関
心
が
向
け
ら
れ
て
お
り
、
本
稿
で
の
関
心
の
よ
う
に
、
東
イ
ン
ド
政
治
と
い
う
枠
組
み
の
な
か
で
華
人
の
位

置
と
役
割
を
相
対
化
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
東
イ
ン
ド
政
治
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や



華
人
政
治
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
発
生
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い

V
む
し
ろ
そ
れ
ら
と
と
も
に
植
民
地
権
力
を
含
め
た
各
主
体
の
相

互
作
用
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
関
連
し
て
い
た
。

一
九
二

0
年
代
か
ら
一
九
三

0
年
代
に
か
け
て
、
す
な
わ
ち

オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
期
末
期
の
二

O
年
ほ
ど
の
あ
い
だ
に
、
東
イ
ン
ド
に
お
い
て
顕
在
化
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
東
イ
ン
ド
政
治
理
解
の
た
め
の
一
助
と
し
て
、

存
在
を
指
摘
し
、
そ
れ
を
理
解
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
と
い
う
の
も
、

ク
ウ
ェ
・
ケ
ク
・
ベ
ン
の
よ
う
な
華
人
ジ
ャ

l
ナ
リ
ス

ト
の
言
説
と
行
動
は
東
イ
ン
ド
に
お
け
る
華
人
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
政
治
社
会
的
発
展
と
い
う
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
枠
に
と
ど
ま
ら
ず
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
般
に
対
し
て
多
大
な
影
響
を
あ
た
え
た
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
る
と
、
本
稿
は
、

一
九
二

O

東インドにおけるジャーナリスト空間と華人（山本信人）

年
代
頃
に
成
立
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
い
う
職
業
が
関
与
し
た
政
治
空
間
の
一
端
を
描
写
す
る
こ
と
で
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
お
よ

び
華
人
（
プ
ラ
ナ
カ
ン
）
を
東
イ
ン
ド
政
治
史
の
な
か
に
再
定
置
す
る
試
み
で
あ
る
。

本
稿
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、

一
九
二

0
年
代
に
拡
大
し
た
マ
レ

l
語
定
期
刊
行
物
市
場
に
つ
い
て
描
写
す
る
。

つ
ぎ
に
、
新
聞
市
場
の
拡
大
の
一
翼
を
担
っ
た
ス
ラ
パ
ヤ
の
華
人
系
マ
レ

l
語
紙
『
澗
水
新
日
報
」
（
出
ミ

N

．H
E）

示
す
。
そ
し
て
、
『
酒
水
新
日
報
』
の
あ
と
を
受
け
た
「
澗
水
新
直
報
』

の
魅
力
の
一
端
を

の
編
集
主
幹
と
な
っ
た
リ
ム
・
ク
ン
・
ヒ
ア
ン

（巴
O
B

問。。ロ

Z
E口、

一
八
九
六

l
一
九
五
二
）

の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
経
歴
を
追
う
こ
と
で
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
最
後
に
、

ク
ウ
ェ
・
ヒ
ン
・
チ
ァ
ッ
ト
（
問
看

o
o
Fロ胸、召忠、

一
八
九
一
l
！
一
九
三
九
）
が
火
を
つ
け
た

プ
ラ
ナ
カ
ン
の
定
義
を
め
ぐ
る
論
争
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
る
こ
と
で
、
民
族
の
枠
を
超
え
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス

ト
が
関
与
す
る
知
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
。

227 
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｜
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一
九

O
O年
、
オ
ラ
ン
ダ
政
府
は
東
イ
ン
ド
植
民
地
（
現
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
に
倫
理
政
策
を
導
入
し
た
。
倫
理
政
策
の
基
礎
に
は
、

慶躍の政治学

現
地
住
民
の
福
祉
の
向
上
お
よ
び
貧
困
撲
滅
へ
の
努
力
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
「
道
徳
的
義
務
」
で
あ
る
と
の
見
方
が
あ
っ
た
。
「
効
率
、

福
祉
、
自
治
」
は
、
植
民
地
統
治
・
経
営
の
事
実
上
の
目
的
と
な
っ
た
。
西
洋
型
教
育
の
導
入
に
よ
っ
て
、
現
地
住
民
の
み
な
ら
ず
、

西
洋
人
と
現
地
住
民
と
の
混
血
で
あ
る
イ
ン
ド
（
同
足
。
）
あ
る
い
は
華
人
の
あ
い
だ
に
も
、
上
流
階
級
の
青
少
年
層
に
近
代
西
洋
の

新
し
い
思
想
が
浸
透
す
る
契
機
と
な
っ
た
。
教
育
と
並
ん
で
顕
著
だ
っ
た
の
は
、

一
九
一

O
年
以
降
に
お
け
る
新
聞
産
業
の
進
展
ぶ

り
で
あ
っ
た
。
新
聞
は
世
界
・
全
国
各
地
の
出
来
事
を
読
者
に
伝
え
た
だ
け
で
は
な
く
、
新
聞
紙
上
を
と
お
し
て
、
読
者
が
政
府
に

対
す
る
不
満
を
表
明
し
、
そ
れ
を
公
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
し
、
新
聞
も
そ
う
し
た
社
会
の
不
満
を
書
き
立
て
た
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
運
動
が
展
開
し
は
じ
め
た
一
九
一

0
年
代
以
降
、
新
聞
が
運
動
の
核
と
な
っ
た
の
も
偶
然
で
は
な

か
っ
た
。

そ
の
後
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
運
動
の
展
開
と
は
直
接
に
は
関
係
な
い
文
脈
で
、

一
九
二

0
年
代
半
ば
以
降
、

マ
レ

l
語
新
聞
市
場

は
急
速
に
拡
大
し
た
。
こ
の
拡
大
は
電
子
印
刷
機
の
導
入
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
市
場
の
拡
大
は
、
従
来
は
政
治
色
が
強
い
新

聞
が
購
読
数
を
確
保
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
政
治
的
に
中
立
な
新
聞
に
対
す
る
読
者
の
欲
求
の
高
ま
り
を
反
映
し
た
結
果
で
も
あ

っ
た
。一

九
二

0
年
代
以
降
、
新
聞
を
含
む
定
期
刊
行
物
は
、
数
が
激
増
し
た
だ
け
で
は
な
く
そ
の
種
類
と
内
容
も
多
様
化
し
た
。
マ
レ

l
語
の
定
期
刊
行
物
は
一
九
一
八
年
の
六

0
種
類
弱
か
ら
、
一
一
年
後
の
一
九
二
九
年
に
は
三
倍
以
上
の
一
八

0
種
類
強
に
ま
で
膨

れ
あ
が
っ
刻
。
こ
の
点
は
、
一
九
一
七
年
か
ら
一
九
二
九
年
に
か
け
て
バ
ラ
イ
・
プ
ス
タ
カ
（
回
色
色

Z
E
E、
民
衆
文
化
局
）
が
刊

行
し
て
い
た
『
現
地
住
民
お
よ
び
マ
レ

l
華
人
新
聞
に
関
す
る
概
観
』
（
O
忘

E
Sミ
S
尋

ESH与
込
町
内
ミ
ミ
む
を

Sagssnpnpa、



以
下
I
P
O
）
を
紐
解
く
と
み
え
て
く
る
（
図
参
照
）
。

I
P
O
は
お
お
む
ね
四

O
頁
か
ら
六

O
頁
の
小
冊
子
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
東
イ
ン
ド
の
定
期
刊
行
物
の
な
か
か
ら
主
要
な
記
事
が

九

オ
ラ
ン
ダ
語
に
抄
訳
さ
れ
て
お
り
、
不
定
期
的
に
定
期
刊
行
物
に
関
す
る
デ

1
タ
が

一
覧
表
と
な
っ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

七
年
か
ら
一
九
二

O
年
ま
で
の

I
P
O
は
秘
密
文
書
扱
い
で
オ
ラ
ン
ダ
本
国
の
植
民
地
省
へ
送
付
さ
れ
て
い
た
が
、

東インドにおけるジャーナリスト空間と華人（山本信人）

マレ一語定期刊行物数

200 

180 

160 

140 

120 

数 100

80 

60 

40 

20 

Sept. 
1929 

Mar. 
1927 

June 
1926 

Aug. 
1925 mm 

y
J
1ム

砂
川
仕
月

U

Q
u
k十

Y

，，JV
14
ム

λ
J

Oct. 
1923 

Jan. 
1923 

Mar. 
1922 

Jan. 
1920 

華人定期刊行物

月刊・週刊誌

日刊紙

圃外島華人定期刊行物 ・ジャワ島

口外島月干lj.週刊誌 口ジャワ島

・外島日刊紙 固ジャワ島

出典： IPO(1918年から 1929年）より著者作成

一
九
一
二
年
以

降
は
一
般
文
書
扱
い
と
な
る

だ
け
で
は
な
く
、
小
冊
子
と

し
て

一
部
の
書
店
で
販
売
さ

れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

I
P
O
は
次
第
に
、

マ
レ

ー
語
を
解
さ
な
い
オ
ラ
ン
ダ

人
官
僚
に
と
っ
て
、
東
イ
ン

ド
の
現
状
、
と
り
わ
け
政
治

的
に
危
険
分
子
と
分
類
さ
れ

る
個
人
と
団
体
の
動
向
を
知

る
た
め
の
必
読
文
献
と
な
っ

た
。
た
と
え
ば
、

一
九
二

O

年
代
で
は
、
イ
ス
ラ
l
ム
同

盟
（
∞
向
島
忠
臣
白
日
）
や
イ
ン

229 

ド
ネ
シ
ア
共
産
党
（

3
5ル



問。
B
E
5
E
ι
。ロ
2
5）

の
機
関
誌
お
よ
び
関
連
す
る
定
期
刊
行
物
が
掲
載
し
た
記
事
が
、
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さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
『
ニ
ュ
ラ
チ
ャ
』
（
弓
q
a
Q）
と
い
う
バ
夕
、
ヴ
ィ
ア
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
イ
ス
ラ
l
ム
同
盟
機
関
紙
の
な

『
シ
ナ
l
ル
・
ヒ
ン
デ
ィ
ア
』
（
討
さ
下
町
宮
込
む
）
、

か
で
も
過
激
な
日
刊
紙
、

ス
マ
ラ
ン
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
共
産
党
系
日
刊
紙
の

ス

慶躍の政治学

ラ
バ
ヤ
で
発
行
さ
れ
た
イ
ス
ラ

l
ム
同
盟
の
急
進
的
な
日
刊
紙
『
ウ
ト
ウ
サ
ン
・
ヒ
ン
デ
ィ
ア
』
（
O内
H
O
E
S’
忠
実
ど
）
な
ど
が
含
ま

一
九
二

0
年
代
後
半
ま
で
の
主
要
紙
は
お
お
む
ね
政
治
団
体
の
機
関
紙
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
主
要
紙
を
モ
ニ
タ
ー
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
特
定
の
団
体
や
そ
の
幹
部
の
動
向
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

I
P
O
の
政
治
的
な
役
割
が
こ
こ
に

れ
て
い
る
。

あ
っ
た
。

さ
ら
に

I
P
O
の
記
事
内
容
の
構
成
に
目
を
移
し
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
植
民
地
国
家
と
し
て
の
東
イ
ン
ド
の
特
徴
を
垣
間
見
る

I
P
O
は
つ
ね
に
ジ
ャ
ワ
と
外
島
と
い
う
地
理
分
類
を
採
用
し
て
い
る
。
そ
の
下
位
分
類
に
、
マ
レ

l
語
定
期
刊

行
物
、
ジ
ャ
ワ
語
定
期
刊
行
物
が
き
て
、
そ
し
て
社
会
・
宗
教
団
体
が
続
く
。
ジ
ャ
ワ
は
東
イ
ン
ド
統
治
の
中
核
で
あ
っ
た
し
、

こ
と
が
で
き
る
。

マ

レ
l
語
定
期
刊
行
物
は
民
族
や
宗
教
の
違
い
を
超
え
て
住
民
の
大
半
が
理
解
可
能
な
言
語
媒
体
で
あ
っ
た
た
め
に
、

I
P
O
で
も
重

点
的
な
モ
ニ
タ
ー
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
図
に
し
た
が
っ
て
束
イ
ン
ド
国
家
と
し
て
の
優
先
度
を
示
す
と
、
下
に
い
く
ほ
ど
優
先

度
が
高
く
な
る
。
最
重
要
な
の
は
ジ
ャ
ワ
の
マ
レ

l
語
紙
で
あ
り
、
そ
れ
に
続
く
の
が
外
島
の
マ
レ

l
語
紙
、
そ
し
て
ジ
ャ
ワ
の
マ

レ
l
語
雑
誌
、
外
島
の
マ
レ

l
語
雑
誌
、
華
人
系
マ
レ

l
語
紙
、
華
人
系
マ
レ

l
語
雑
誌
と
な
る
。

ま
た
、

I
P
O
か
ら
は
マ
レ

l
語
定
期
刊
行
物
の
発
行
部
数
に
関
し
て
三
つ
の
興
味
深
い
点
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一

’』、
ー

マ
レ

l
語
定
期
刊
行
物
の
発
行
部
数
で
は
ジ
ャ
ワ
島
が
外
島
を
圧
倒
し
て
い
る
。

一
九
一
八
年
の
時
点
で
ジ
ャ
ワ
島
に
三
三
紙

あ
っ
た
マ
レ

l
語
紙
は
一
九
二
九
年
に
は
四
六
紙
へ
と
増
え
て
い
る
の
に
対
し
、
外
島
で
は
そ
の
数
が
十
数
紙
で
安
定
し
て
い
る
。

第
二
に
、

一
九
二

0
年
代
に
な
る
と
、
外
島
で
は
マ
レ

l
語
雑
誌
の
種
類
が
ジ
ャ
ワ
で
の
そ
れ
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
た
。
第
三
に
、

そ
の
こ
ろ
か
ら
マ
レ

l
語
雑
誌
は
質
量
と
も
に
豊
富
に
な
り
は
じ
め
た
。
外
島
に
お
け
る
マ
レ

l
語
新
聞
は
一
九
一
八
年
の
一
八
紙



か
ら
一
九
二
九
年
の
三
三
紙
へ
と
ほ
ぼ
倍
増
し
て
い
る
の
に
対
し
、
雑
誌
に
つ
い
て
は
一
九
二
二
年
の
時
点
で
一
一
誌
で
あ
っ
た
の

が
三
年
後
の
一
九
二
五
年
に
は
三
八
誌
へ
と
三
倍
増
し
て
い
る
。

東インドにおけるジャーナリスト空間と華人（山本信人）

こ
う
し
た
マ
レ

l
語
定
期
刊
行
物
の
市
場
の
拡
大
は
、
一
九
二

0
年
代
半
ば
に
起
き
た
新
聞
に
対
す
る
概
念
転
換
を
反
映
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
従
来
新
聞
と
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
運
動
の
一
環
と
し
て
政
治
団
体
の
機
関
紙
的
な
役
割
が
中
心
で
あ
っ

た
の
に
対
し
、
一
九
二

0
年
代
半
ば
か
ら
は
資
本
主
義
と
市
場
の
論
理
が
優
勢
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
一

0
年
代
か
ら
二

0
年

代
初
頭
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
政
治
運
動
が
資
本
主
義
と
の
対
時
を
主
眼
と
し
て
い
た
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
市
場
の
論
理
が
新
聞

の
経
営
と
販
路
拡
大
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
よ
う
に
な
っ
た
事
実
は
看
過
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
は
換
言
す
る
な
ら
ば
、
植
民

地
の
効
率
的
経
営
と
い
う
植
民
地
的
秩
序
と
シ
ス
テ
ム
が
社
会
に
浸
透
し
、
い
わ
ゆ
る
植
民
地
社
会
が
定
着
し
た
こ
と
を
意
味
し
て

い
た
。
同
時
に
、
新
聞
の
読
者
と
し
て
の
都
市
中
間
層
の
拡
大
も
見
逃
せ
な
い
。
か
れ
ら
は
政
治
的
に
は
保
守
で
あ
り
、
自
ら
の
生

活
の
安
定
を
望
む
新
し
い
住
民
層
で
あ
っ
た
。
都
市
中
間
層
と
い
う
新
し
い
読
者
は
、
政
治
的
記
事
よ
り
も
文
化
、
宗
教
、
教
育
、

女
性
の
自
立
と
い
う
よ
う
な
記
事
に
よ
り
関
心
を
払
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
る
形
で
、
新
聞
構
成
も
文
化
・
社
会
欄
が
充
実
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
ま
た
、
東
イ
ン
ド
国
内
の
み
な
ら
ず
、
海
外
を
カ
バ
ー
す
る
よ
う
な
紀
行
文
も
人
気
を
博
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し

た
新
し
い
読
者
の
関
心
が
、
新
聞
に
と
ど
ま
ら
ず
、
文
化
・
社
会
的
な
雑
誌
の
刊
行
を
求
め
る
需
要
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
三

0
年
代
に
「
ジ
ャ
ワ
の
新
聞
王
」
と
の
異
名
を
誇
っ
た
パ
ラ
ダ
・
ハ
ラ
ハ
ッ
プ
ヲ
常
包
含
出
向
島
告
）
は
、
こ
う
し
た
活
字

文
化
を
め
ぐ
る
時
流
の
変
化
に
敏
感
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
新
し
い
読
者
の
誕
生
を
受
け
て
、
新
し
い
種
類
の
新
聞
を
刊
行
す
る
必
要

性
を
説
い
て
い
る
。
新
し
い
読
者
層
に
つ
い
て
ハ
ラ
ハ
ッ
プ
は
、
都
市
中
間
層
は
党
派
政
治
に
関
心
を
も
っ
て
は
お
ら
ず
、
党
機
関

紙
に
は
魅
力
を
感
じ
て
い
な
い
た
め
に
、
政
治
的
に
中
立
な
新
聞
こ
そ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
「
新
聞
に
は
独
自
の
市

場
と
需
要
が
存
在
す
る
」
し
、
「
す
で
に
商
品
と
し
て
考
え
る
べ
き
時
期
に
き
て
い
る
」
。
こ
の
よ
う
に
ハ
ラ
ハ
ッ
プ
は
急
成
長
を
遂

げ
て
い
る
都
市
中
間
層
が
新
聞
市
場
の
潜
在
的
読
者
層
で
あ
る
こ
と
を
嘆
ぎ
と
り
、
新
聞
と
い
う
新
し
い
産
業
の
成
立
を
予
言
し
て

231 



い
た
。
同
時
に
、
そ
こ
に
は
植
民
地
権
力
に
対
抗
す
る
と
い
う
従
来
型
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
兼
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
政
治
的
ス
タ
ン
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あス
る8は
。な

く

ハ
ラ
ハ
ッ
プ
は
植
民
地
秩
序
を
受
容
し
植
民
地
権
力
と
協
調
す
る
こ
と
で
、
新
聞
産
業
の
発
展
を
目
論
ん
で
い
た
の
で

慶躍の政治学

こ
の
よ
う
に
一
九
二

0
年
代
以
降
、
都
市
中
間
層
の
読
者
層
の
拡
大
を
受
け
て
、
定
期
刊
行
物
と
書
籍
か
ら
な
る
マ
レ

l
語
活
字

市
場
は
間
断
な
き
成
長
を
続
け
て
い
た
。
主
要
な
マ
レ
l
語
新
聞
は
数
万
の
発
行
部
数
を
誇
っ
て
い
た
。
な
か
で
も
華
人
系
マ
レ
l

語
紙
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
発
行
紙
と
は
異
な
る
、
独
特
の
魅
力
を
有
し
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
次
節
で
は
、
『
澗
水
新
日
報
』

を
例
に
検
証
し
て
み
た
い
。

『
澗
水
新
日
報
」

の
魅
力

華
人
系
マ
レ

l
語
日
刊
紙
で
あ
る
『
澗
水
新
日
報
」
は
、

一
九
二
三
年
、
東
ジ
ャ
ワ
の
大
都
市
ス
ラ
バ
ヤ
で
刊
行
が
開
始
さ
れ
た
。

は
、
そ
れ
ま
で
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
刊
行
紙
と
異
な
り
特
定
の
政
治
団
体
と
の
関
係
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
リ
ベ

ラ
ル
で
反
植
民
地
的
言
説
、
お
よ
び
華
人
系
マ
レ

l
語
紙
に
特
有
な
奇
抜
さ
は
読
者
の
関
心
を
惹
い
た
。
そ
の
た
め
に
一
九
二

0
年

代
を
と
お
し
て
ス
ラ
バ
ヤ
だ
け
で
は
な
く
、
ジ
ャ
ワ
各
地
に
定
期
購
読
者
を
有
す
る
ほ
ど
の
人
気
を
誇
る
華
人
系
マ
レ

l
語
紙
と
な

『
澗
水
新
日
報
』

っ
た
。と

こ
ろ
が
、

一
九
二
五
年
頃
か
ら
、
当
時
の
感
覚
か
ら
す
る
と
非
政
治
的
で
あ
っ
た
「
澗
水
新
日
報
』
を
植
民
地
権
力
は
監
視
し
、

時
に
政
治
的
圧
力
を
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
『
澗
水
新
日
報
』

は
度
重
な
る
圧
力
に
も
屈
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ

こ
で
は
『
澗
水
新
日
報
』
を
例
に
し
な
が
ら
、
「
引
用
文
化
」
と
筆
者
が
呼
ぶ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
独
特
な
空
間
に
つ
い
て
議
論
し

た
い
。
そ
の
際
に
注
目
す
る
の
は
、
筆
禍
事
件
に
関
す
る
報
道
の
さ
れ
方
で
あ
る
。
筆
禍
事
件
の
報
道
を
と
お
し
て
、
植
民
地
権
力



の
新
聞
報
道
に
対
す
る
介
入
ぶ
り
が
わ
か
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
対
し
て
新
聞
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
対
抗
す
る
様
子
が
み
え
て

く
る
。さ

て
、
『
湘
水
新
日
報
』

の
創
刊
当
初
の
態
勢
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
編
集
長
に
は
刊
・

H
・
ポ
ア
（
臣
・
国
・

3
。ω
）
を
招

聴
し
た
。
編
集
員
と
し
て
は
ス
ラ
バ
ヤ
の
ウ
ィ
・
キ
・
ホ
ク
（
C
2
E
o
出
品
）
と

R
・
M
・
ビ
ン
タ
ル
テ
イ
（
戸
富
－

E
E
E
C
、
サ
マ

リ
ン
ダ
の
ア
ン
・
ホ
ア
イ
・
リ
（

E
t向。
a
E
O）
、
取
締
役
に
ウ
ィ
・
ピ
ン
・
ピ
イ
（
0
2
E
a
E
O）
、
管
財
人
と
し
て
ニ
ョ
ウ
・
キ
・

チ
ヨ
（
Z
8
5
8
d。
）
が
い
た
。
『
酒
水
新
日
報
」
は
、
『
澗
水
新
日
報
』
印
刷
局
と
い
う
自
前
の
印
刷
所
を
所
有
し
て
い
た
。
『
澗

水
新
日
報
」
の
人
気
の
高
さ
は
そ
の
販
売
員
網
の
広
が
り
か
ら
も
見
て
取
れ
る
。
販
売
員
網
は
東
ジ
ャ
ワ
の
マ
デ
ィ
ウ
ン
、

マ
一
フ
ン
、

東インドにおけるジャーナリスト空間と華人（山本信人）

ウ
ォ
ン
ギ
リ
、
中
ジ
ャ
ワ
の
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
、
バ
ン
ギ
ル
、
西
ジ
ャ
ワ
の
ス
カ
ブ
ミ
、
ブ
リ
タ
ル
、
セ
レ
ベ
ス

（
現
ス
ラ
ウ
ェ
シ
）

の
マ
カ
ッ
サ
ル
、
ト
ゥ
ル
ン
ガ
グ
ン
、
ゴ
ロ
ン
タ
ロ
、
ボ
ル
ネ
オ
（
現
カ
リ
マ
ン
タ
ン
）

の
サ
マ
リ
ン
ダ
を
カ
バ
ー
し
て
い
た
。
オ

ラ
ン
ダ
に
も
「
澗
水
新
日
報
』
を
定
期
購
読
す
る
読
者
が
い
た
。

「
澗
水
新
日
報
』
は
、
当
時
の
他
紙
同
様
に
、
発
行
都
市
で
あ
る
ス
ラ
バ
ヤ
に
関
連
す
る
記
事
ば
か
り
で
な
く
、
東
イ
ン
ド
全
般

に
関
す
る
記
事
、
そ
し
て
華
人
紙
ら
し
く
中
国
関
連
記
事
、
お
よ
び
国
際
面
か
ら
紙
面
は
構
成
さ
れ
て
い
た
。
基
本
的
な
記
事
構
成

は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
あ
る
日
の
新
聞
構
成
を
み
て
み
よ
う
。

セ
ク
シ
ョ
ン

1

1
頁
一
ス
ラ
バ
ヤ
市

文
芸
欄
（
刊
・

H
・
ポ
ア
が
語
る
「
白
い
血
あ
る
い
は
限
界
の
な
い
報
道
」
）

2
頁
一
華
僑
と
中
国
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商
業
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ュ
ー
ス



3
頁
一
通
信
社
か
ら
の
ニ
ュ
ー
ス
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東
イ
ン
ド
と
他
国

4
頁
一
各
種
広
告

慶醸の政治学

セ
ク
シ
ョ
ン

2

1
頁
一
ス
ポ
ー
ツ
・
ニ
ュ
ー
ス

東
イ
ン
ド
と
他
国

2
頁
一
華
僑
と
中
国

3
1
4
頁
一
各
種
広
告

セ
ク
シ
ョ
ン

3

1
頁
一
束
イ
ン
ド
と
他
国

ネ
モ
作
「
叶
。
お
∞
8
国

S
J
P白
色
。
｜
心
に
残
る
、
う
っ
と
り
す
る
よ
う
な
中
国
の
よ
い
話
」

2
頁
一
束
イ
ン
ド
と
他
国
（
1
頁
か
ら
の
続
き

3
1
4
頁
一
各
種
広
告

こ
の
よ
う
に
、
『
澗
水
新
日
報
』

は
同
一
見
出
し
を
セ
ク
シ
ョ
ン
ご
と
に
設
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
特
定
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
格
別

力
を
入
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
む
し
ろ
『
澗
水
新
日
報
』
の
特
徴
と
し
て
は
、
多
種
多
様
な
記
事
を
掲
載
し
て

い
る
こ
と
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ス
の
寄
せ
集
め
の
感
す
ら
あ
る
。
こ
う
し
た
多
種
多
様
な
ニ
ュ
ー
ス
を
掲
載
す
る
に
は
、
『
澗
水
新
日
報
」

は
新
聞
社
や
通
信
社
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
み
な
ら
ず
、
記
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
さ
ら
に
は
他
社
の
記
事
の
再
録
と
い
う
当
時
は

当
た
り
前
の
よ
う
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
新
聞
慣
行
に
依
拠
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
も
そ
も
「
相
互
引
用
の
文
化
」
は
ジ



ャ
l
ナ
リ
ス
ト
の
世
界
で
は
慣
行
化
さ
れ
て
い
た
。
『
澗
水
新
日
報
』
が
引
用
す
る
範
囲
は
マ
レ
l
語
紙
だ
け
に
限
定
さ
れ
る
の
で

は
な
く
、
オ
ラ
ン
ダ
語
紙
、
華
語
紙
に
ま
で
お
よ
ん
で
い
た
。
こ
う
し
た
相
互
引
用
の
文
化
は
一
種
特
殊
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
世

界
を
構
成
す
る
核
と
な
っ
て
い
た
。

『
澗
水
新
日
報
』
の
特
徴
と
し
て
は
、
文
化
関
連
記
事
と
と
も
に
、
政
治
関
連
の
記
事
を
多
く
掲
載
し
て
い
る
。
広
告
に
つ
い
て
は
、

ス
ラ
バ
ヤ
だ
け
で
は
な
く
ジ
ャ
ワ
の
主
要
都
市
か
ら
万
遍
な
く
掲
載
依
頼
が
き
て
い
る
。

な
か
で
も
特
筆
す
べ
き
は
、
筆
禍
事
件
関
連
記
事
の
多
き
で
あ
る
。
筆
禍
罪
は
一
九
一
四
年
に
制
定
さ
れ
、
バ
ラ
イ
・
プ
ス
タ
カ

が
現
地
語
新
聞
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
開
始
し
た
一
九
一
七
年
以
降
に
そ
の
適
用
件
数
が
激
増
し
た
。
筆
禍
罪
が
適
用
さ
れ
る
と
、
特

東インドにおけるジャーナリスト空間と華人（山本信人）

定
の
記
事
を
書
い
た
記
者
は
裁
判
に
か
け
ら
れ
、
罰
金
を
払
う
か
一
定
期
間
を
刑
務
所
で
過
ご
す
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
バ
ラ
イ
・

プ
ス
タ
カ
の
刊
行
す
る

I
P
O
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
個
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
筆
禍
罪
に
関
連
し
た
抄
訳
記
事
を
掲
載
す
る
こ

と
で
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
対
す
る
暗
黙
の
圧
力
と
な
っ
て
い
た
。

一
九
一
七
年
二
一
月
か
ら
一
九
二
九
年
一
月
ま
で
の
二
一
年
程

の
あ
い
だ
に
、

I
P
O
に
は
一

O
一
件
も
の
筆
禍
罪
に
関
連
し
た
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
七
四
件
は
一
九
一
八
年
か

ら
一
九
二
二
年
と
い
う
最
初
の
五
年
間
に
集
中
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
一

O
名
以
上
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
お
よ
び
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

は
罰
金
の
支
払
い
を
拒
否
し
た
結
果
投
獄
さ
れ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
活
字
を
介
し
て
持
論
を
展
開
す
る
た

め
に
、
筆
禍
事
件
の
主
要
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
っ
た
。

め
付
け
が
厳
格
化
し
、
急
進
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
な
か
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
に
追
放
さ
れ
る
者
、
中
国
に
強

一
九
二

0
年
代
の
半
ば
に
は
、
共
産
主
義
運
動
に
対
す
る
当
局
の
監
視
と
締

制
送
還
さ
れ
る
者
も
で
た
。

東
イ
ン
ド
国
家
当
局
に
し
て
み
る
と
、
筆
禍
罪
は
極
め
て
便
宜
性
の
高
い
刑
法
規
定
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は

が
一
九
二
五
年
七
月
か
ら
翌
年
六
月
ま
で
の
一
年
間
に
掲
載
し
た
四

O
本
に
上
る
筆
禍
罪
関
連
記
事
が
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
。
筆

一
般
的
に
、
東
イ
ン
ド
に
お
け
る
政
治
状
況
に
関
す
る
記
事
あ
る
は
反
政
府
的
な
記
事
と
い
う
よ
う
な
政
治
的
な
内
容

『
澗
水
新
日
報
』

23う

禍
罪
と
は
、
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を
含
む
記
事
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、
こ
う
し
た
認
識
は
筆
禍
罪
が
秘
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め
て
い
る
政
治
的
抑
圧
と
い
う
性
質
を
過
剰
に
強
調
し
た
も
の
と
い
え
る
。
実
際
に
筆
禍
罪
が
適
用
さ
れ
た
事
例
を
詳
細
に
検
討
し

て
み
る
と
、
筆
禍
罪
の
適
用
理
由
と
は
千
差
万
別
で
あ
る
こ
と
が
み
え
て
く
る
。
そ
こ
に
は
民
族
問
の
憎
悪
を
助
長
す
る
記
事
か
ら
、

ア
ジ
ア
に
お
け
る
帝
国
主
義
に
関
す
る
批
判
、

慶醸の政治学

有
力
者
の
家
族
に
対
す
る
攻
撃
、
宗
教
に
対
す
る
侮
辱
、
噂
や
デ
マ
に
基
づ
く
記
事
、

果
て
は
当
局
に
と
っ
て
は
目
新
し
く
意
味
不
明
な
言
葉
の
使
用
に
い
た
る
ま
で
、
実
に
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
理
由
で
筆
禍
罪
は
発
動
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
驚
く
べ
き
事
実
と
し
て
、
記
者
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
筆
禍
罪
に
問
い
訴
え
る
こ
と
の
で
き
る
の

一
個
人
も
含
ま
れ
て
い
た
。
以
下
具
体
的
に
三
つ
の
事
例
を
み
て
み
よ
う
。

は
、
当
局
だ
け
で
は
な
く
、

第
一
は
あ
る
地
方
の
華
人
有
力
者
に
関
す
る
事
例
で
あ
る
。
こ
の
事
例
の
場
合
、
西
ジ
ャ
ワ
・
チ
ル
ボ
ン
在
住
の
元
カ
ピ
タ
ン
・

チ
ナ
が
パ
タ
ヴ
ィ
ア
の
華
人
系
マ
レ

l
語
日
刊
紙
『
競
報
』
（

hs旬
、
ぷ
）
を
訴
え
た
。
「
澗
水
新
日
報
』
に
よ
る
と
、
『
競
報
』
は
華

人
官
僚
を
横
領
罪
で
追
及
し
た
。
そ
う
し
た
『
競
報
」
に
対
し
て
、
華
人
の
元
官
僚
は
筆
禍
罪
で
訴
え
を
起
こ
し
た
。

第
二
は
地
方
の
有
力
な
華
人
一
家
を
巻
き
込
ん
だ
ケ
l
ス
で
あ
る
。
こ
の
ケ
l
ス
の
場
合
、
「
澗
水
新
日
報
」

の
主
筆
で
あ
っ
た

百・

H
・
ポ
ア
が
、
紙
上
で
連
載
し
た
記
事
が
筆
禍
罪
に
あ
た
る
と
し
て
訴
追
さ
れ
た
。
連
載
記
事
は
、

ウ
ィ
・
シ
エ
ム
・
ニ
オ
（
C
2

巴
O
B
Z。
）
が
殺
害
さ
れ
た
事
件
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
る
。

一
九
二
五
年
一

O
月
二
五
日
を
皮
切
り
に
、
「
オ
ラ
ニ
ェ
・
ホ
テ
ル
三
三

号
室
で
の
ド
ラ
マ
ー
ー
ー
ウ
ィ
・
シ
エ
ム
・
ニ
オ
の
殺
人
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜
公
式
記
録
に
基
づ
く
再
考
」
と
題
す
る
連
載
記
事
が
始
ま

っ
た
。
こ
の
連
載
と
他
の
関
連
情
報
に
基
づ
い
て
、
被
害
者
の
妻
が
逮
捕
さ
れ
た
。
彼
女
と
そ
の
友
人
は

罪
で
訴
え
た
の
で
あ
る
。

『
澗
水
新
日
報
』
を
筆
禍

第
三
は
宗
教
お
よ
び
植
民
地
当
局
に
関
連
し
た
事
例
で
あ
る
。

一
九
二
六
年
六
月
、
週
刊
誌
『
ス
ラ
パ
テ
ィ
』
（
h
R
E
E
S
の
編

集
者
で
あ
る
ワ
ル
デ
イ
（
当
常
任
）
は
、

（

E
〉－

mm凶
目
白
庄
司
包

a
w
o円
目
。
片
3
）

か
れ
が
同
誌
一
九
二
五
年
一

O
月
三
日
号
に
掲
載
し
た
「
マ
ス
ク
に
使
用
さ
れ
た
宗
教
」

の
な
か
で
使
用
し
た
言
葉
遣
い
に
つ
い
て
筆
禍
罪
の
嫌
疑
が
か
け
ら
れ
た
。
か
れ
の
文
章
に
は
バ
ン
ド



ン
在
住
の
理
事
官
（
オ
ラ
ン
ダ
人
官
僚
）
を
侮
辱
す
る
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
当
局
の
主
張
で
あ
っ
た
。

以
上
の
三
つ
の
事
例
の
う
ち
、
第
三
の
事
例
は
通
常
考
え
ら
れ
て
い
る
筆
禍
罪
の
適
用
事
例
に
近
い
も
の
で
あ
る
が
、
記
事
の
内

容
は
政
治
的
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。
ま
た
第
一
と
第
二
の
事
例
に
い
た
っ
て
は
、
華
人
紙
が
華
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
事
件
に
つ
い

て
報
道
し
た
こ
と
が
筆
禍
罪
の
契
機
と
な
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
訴
え
た
主
体
は
華
人
の
元
官
僚
と
殺
人
容
疑
者
と
い
う
個
人

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
一
九
二

0
年
代
の
筆
禍
罪
と
は
、
権
力
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
や
政
治
的
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
対
す
る
圧
力
を

か
け
る
事
例
が
主
体
で
あ
る
こ
と
は
否
定
し
な
い
も
の
の
、
個
人
的
な
理
由
で
新
聞
報
道
に
対
す
る
怒
り
を
覚
え
た
個
人
が
起
こ
す

事
例
を
も
含
ん
で
い
た
。
換
言
す
れ
ば
、
筆
禍
罪
と
は
個
人
に
よ
っ
て
も
発
動
で
き
る
ほ
ど
に
、
社
会
に
浸
透
し
て
い
た
刑
法
規
定

東インドにおけるジャーナリスト空間と華人（山本信人）

で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
社
会
的
背
景
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
『
澗
水
新
日
報
」
を
は
じ
め
と
す
る
マ
レ

l
語
紙
で
は
筆
禍
罪
に
関
連
す

る
記
事
を
掲
載
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

新
聞
は
刑
法
規
定
だ
け
で
は
な
く
、
植
民
地
当
局
の
動
向
を
も
報
道
す
る
。
筆
禍
罪
と
の
関
連
で
は
、
政
治
情
報
局
（

E
E
5
5

z
r
E
a
g島
自
己
）
の
存
在
と
活
動
に
つ
い
て
二
百
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
政
治
情
報
局
は
一
九
一
九
年
に
、
急
進
的
な
運

動
を
監
視
し
、
抑
圧
す
る
た
め
の
組
織
と
し
て
創
設
さ
れ
た
。
地
方
の
行
政
機
関
と
連
携
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
現
地
住
民
か
ら
広

く
情
報
を
収
集
す
る
た
め
に
ス
パ
イ
や
情
報
屋
を
大
量
に
「
雇
用
」
し
た
。
バ
ラ
イ
・
プ
ス
タ
カ
が
新
聞
記
事
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
破
壊
的
活
動
を
探
る
と
い
う
使
命
を
有
し
て
い
た
の
に
対
し
、
政
治
情
報
局
の
場
合
は
現
場
に
お
け
る
現
実
の
人
び
と

や
組
織
と
対
峠
し
て
い
た
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
頻
繁
に
政
治
情
報
局
に
呼
び
だ
さ
れ
た
。
新
聞
紙
上
に
政
治
情
報
局
に
関
連
し
た

記
事
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
「
澗
水
新
日
報
』
は
政
治
情
報
局
か
ら
記
事
に
関
し
て
警
告
の
手
紙

を
受
け
取
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
政
治
情
報
局
は
も
は
や
公
の
政
府
機
関
で
あ
り
、
そ
の
活
動
内
容
は
報
道
を
介
し
て
読
者
に

も
浸
透
し
て
い
た
し
、
新
聞
社
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
政
治
情
報
局
と
の
対
崎
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
報
道
に
携
わ
っ
て
い
た
の
で
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あ
る
。
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当
局
と
の
緊
張
関
係
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
あ
い
だ
に
一
種
の
武
勇
伝
に
つ
な
が
る
よ
う
な
共
闘
あ
る
い
は
連
帯
の
感
覚
を
作
り

だ
し
た
。
筆
禍
罪
に
問
わ
れ
た
場
合
、
被
疑
者
は
裁
判
に
か
け
ら
れ
た
。
裁
判
で
の
答
弁
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
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に
と
っ
て
、
格
好
の
自
己
主
張
の
場
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
当
局
に
対
峠
し
、
当
局
の
恋
意
的
な
判
断
に
基
づ
く
拘
束
を
批
判
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
そ
の
無
知
を
取
り
あ
げ
て
時
に
当
局
を
あ
し
ら
い
、
笑
い
の
種
に
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
筆
禍
罪
に
問
わ
れ
た
ジ
ヤ

慶醸の政治学

ー
ナ
リ
ス
ト
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
は
、
多
く
の
場
合
罰
金
の
支
払
い
を
拒
否
し
、
数
日
、
数
週
間
、
長
い
場
合
は
一
年
も
の
あ
い
だ

刑
務
所
に
服
役
す
る
こ
と
を
自
ら
進
ん
で
選
択
し
た
。
逆
に
、
罰
金
を
払
い
拘
束
さ
れ
る
こ
と
を
嫌
う
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
、
他
紙

か
ら
臆
病
者
と
瑚
笑
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
『
澗
水
新
日
報
」
や
編
集
者
た
ち
は
、
特
定
の
政
治
政
党
と
の
関
係
は
存
在
し
な
い

も
の
の
、
当
局
に
よ
る
言
論
の
自
由
へ
の
介
入
お
よ
び
抑
圧
に
対
峠
す
る
象
徴
的
な
政
治
的
行
為
と
し
て
、
度
重
な
る
筆
禍
罪
に
め

げ
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
頑
固
な
態
度
を
誇
る
向
き
が
強
か
っ
た
。
そ
れ
が
読
者
に
と
っ
て
も
『
酒
水
新
日
報
』
の
魅
力
の
一

っ
と
映
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

こ
う
し
た
反
権
力
思
考
は
、
『
澗
水
新
日
報
』
が
一
九
二
六
年
二
一
月
か
ら
数
年
に
わ
た
り
間
断
な
く
報
道
し
掲
載
し
続
け
た
ボ

ー
ヴ
ェ
ン
・
デ
ィ
グ
l
ル
（
回
。
ぐ
g
U
H
m
o
己
）
に
関
す
る
記
事
に
も
反
映
さ
れ
て
い
た
。
ボ
l
ヴ
エ
ン
・
デ
イ
グ
l
ル
と
は
、
東
イ
ン

ド
国
家
が
西
ニ
ュ

l
ギ
ニ
ア
に
建
設
し
た
政
治
犯
強
制
収
容
所
を
指
す
。
そ
こ
に
収
容
さ
れ
た
の
は
、

一
九
二
六
年
二
月
の
首
都

バ
タ
ヴ
ィ
ア
お
よ
び
西
ジ
ャ
ワ
の
バ
ン
テ
ン
、
同
年
二
一
月
か
ら
翌
二
七
年
一
月
の
西
ス
マ
ト
ラ
の
パ
ダ
ン
市
で
発
生
し
た
、
共
産

党
に
よ
る
武
装
決
起
に
関
係
し
た
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
共
産
党
に
よ
る
武
装
蜂
起
を
予
期
し
て
い
な
か
っ
た
東
イ
ン
ド
国
家
は
同
党

に
対
す
る
弾
圧
を
強
め
、
非
合
法
化
す
る
一
方
で
、
幹
部
を
ニ
ュ

l
ギ
ニ
ア
に
流
刑
し
、
秘
密
警
察
を
用
い
て
共
産
主
義
者
と
そ
の

シ
ン
パ
へ
の
監
視
を
強
め
た
。
ボ

l
ヴ
ェ
ン
・
デ
ィ
グ

l
ル
は
強
制
収
容
所
と
は
い
え
、
未
完
成
の
空
間
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、

当
局
の
厳
し
い
監
視
の
下
、
政
治
犯
が
自
ら
の
手
で
収
容
所
を
建
設
し
、
「
自
治
」
を
お
こ
な
っ
た
。
究
極
の
理
想
的
な
植
民
地
空

聞
を
創
出
し
た
。
し
か
し
、

一
九
二
六
年
一
二
月
の
時
点
で
は
、
ボ

l
ヴ
エ
ン
・
デ
ィ
グ
l
ル
が
い
か
な
る
地
で
あ
る
の
か
東
イ
ン



ド
の
住
民
に
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

早
く
も
一
九
二
六
年
一
二
月
三
日
付
の
『
澗
水
新
日
報
』
は
「
西
ス
マ
ト
ラ
に
お
け
る
共
産
主
義
運
動
｜
｜
ジ
ャ
ワ
の
事
件
を
模

倣
」
と
題
す
る
記
事
を
掲
載
し
た
。
こ
の
記
事
を
皮
切
り
に
、
そ
の
後
も
他
紙
と
比
較
し
て
も
抜
き
ん
で
る
形
で
、
ボ
l
ヴ
エ
ン
・

一
九
二
八
年
四
月
一
七
日
付
の
「
デ

ィ
グ
l
ル
と
い
う
街
」
と
題
す
る
記
事
に
は
、
ボ
l
ヴ
ェ
ン
・
デ
ィ
グ
l
ル
の
町
並
み
や
生
活
状
況
が
丁
寧
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。

デ
ィ
グ

1
ル
の
建
設
の
過
程
と
そ
こ
に
収
容
さ
れ
た
「
政
治
犯
」
の
模
様
を
逐
次
報
道
し
た
。

こ
の
よ
う
な
ボ

l
ヴ
ェ
ン
・
デ
イ
グ

l
ル
関
連
記
事
は
、
『
澗
水
新
日
報
』

の
反
植
民
地
的
政
治
姿
勢
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
一

東インドにおけるジャーナリスト空間と華人（山本信人）

方
で
、
皮
肉
な
こ
と
に
理
想
的
な
植
民
地
空
間
と
し
て
の
ボ

l
ヴ
エ
ン
・
デ
ィ
グ
l
ル、

え
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

つ
ま
り
監
視
杜
会
の
典
型
例
を
読
者
に
伝

こ
の
よ
う
に
『
澗
水
新
日
報
』
は
、
筆
禍
事
件
関
連
記
事
や
ボ
l
ヴ
ェ
ン
・
デ
ィ
グ
l
ル
関
連
記
事
を
と
お
し
て
、
そ
の
政
治
的

な
志
向
性
を
明
確
に
読
者
に
提
示
し
た
。
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
独
自
取
材
だ
け
で
は
な
く
、
他
紙
か
ら
の
再
録
を
織
り
交
ぜ
な
が

ら
、
「
澗
水
新
日
報
』
は
記
事
を
構
成
し
て
い
っ
た
。
『
澗
水
新
日
報
』
の
記
事
を
再
録
す
る
他
紙
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
ジ
ャ

l
ナ

リ
ス
ト
の
あ
い
だ
の
相
互
引
用
の
文
化
は
根
づ
い
て
い
き
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

相
互
引
用
の
文
化
は
、
組
織
的
な
関
係
と
い
う
よ
り
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
間
の
個
人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
基
盤
と
し
て
い
た
。

同
時
に
、
相
互
引
用
の
文
化
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
あ
い
だ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
作
用
も
は
た
し
て
い
た
。
一
言
説
を
共
有

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
互
い
の
関
係
性
が
強
ま
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
意
見
の
食
い
違
い
が
論
争
を
巻
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
で

も
一
九
二

0
年
代
に
な
る
と
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
す
る
試
み
が
現
れ
た
。

そ
の
一
つ
に
、
ア
ジ
ア
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
協
会
（
M
2
5巴
寄
与
。
忌
〉
は
と
が
あ
る
。
ア
ジ
ア
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
協
会
は
、

九
二
五
年
一

O
月
、
バ
夕
、
ヴ
ィ
ア
に
お
い
て
設
立
さ
れ
た
。
執
行
部
に
は
当
時
の
東
イ
ン
ド
に
お
け
る
著
名
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が

名
を
連
ね
た
。
お
そ
ら
く
そ
の
た
め
に
執
行
部
人
事
に
は
好
余
曲
折
が
あ
っ
た
。
当
初
、
執
行
部
に
は
「
ヒ
ン
デ
ィ
ア
・
バ
ル
」
（
目
ミ
E

239 
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同
司
ミ
）
紙
の
タ
ブ
ラ
ニ
（
臣
官
自
）
と
『
新
報
』
（
出
ミ

E
）
紙
の
ク
ェ
・
ケ
ッ
ク
・
ベ
ン
（
阿
君
。
。
同
呉
国

g
m）
が
就
任
し
、
議
長
に
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通
信
社
「
ア
ル
ベ
ナ
」
（
区
宮
E
）
の

W
・
R
・
ス
プ
ラ
ト
マ
ン
（
者
・
戸
∞
。
8
E
B
S）
、
事
務
局
長
に
『
プ
ル
ニ
ア
ガ
ア
ン
』
（
足
ミ
宮
崎
む
き
）

紙
の
ブ
ン
・
ヨ
ウ
・
オ
ン
（
回
。

g
z
o
C
D）
、
そ
し
て
財
務
担
当
に
通
信
社
「
ブ
リ
タ
」

6
2
S）
か
ら

R
・
S
・
パ
リ
ン
デ
イ
（
戸
∞
・

慶醸の政治学

2
5急
回
）
が
そ
れ
ぞ
れ
任
命
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
委
員
会
に
は
『
ビ
ン
タ
ン
・
ヒ
ン
デ
ィ
ア
』
（
思
ミ
s
h
h
Eど
）
紙
の
パ
ラ
ダ
・

ハ
ラ
ハ
ッ
プ
、
『
新
報
』
紙
か
ら
リ
ン
・
イ
ン
・
チ
ン

（
ピ
ロ
加
点
目
m
n
E口
問
）
と
ビ

l
・
ギ
ア
ウ
・
チ
ゥ
ン
（
回
8
2
2
4弓
d
Bロ
）
、
『
競

報
』
紙
の
ク
ウ
・
ブ
ン
・
シ
ウ
（

5
8
F
g∞5
0
）
、
そ
し
て
バ
ラ
イ
・
プ
ス
タ
カ
の
ア
ハ
マ
ド
・
ウ
ォ
ン
グ
ス
セ
ウ
ォ
ジ
ヨ
（
〉
吾
5
9込

者

gm∞
2
2♀
。
）
と
い
う
構
想
が
提
案
さ
れ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
若
干
異
な
る
構
成
員
と
な
っ
た
。
ま
ず
、
議
長
に
タ
ブ
ラ
ニ

が
任
命
さ
れ
、
そ
の
他
に
は
副
議
長
に
ク
ェ
・
ケ
ッ
ク
・
ベ
ン
、
事
務
局
長
は
W
・
R
・
ス
プ
ラ
ト
マ
ン
、
筆
頭
財
務
担
当
に
ブ
ン
・

ヨ
ウ
・
オ
ン
、
副
財
務
担
当
は

R
・
S
・
パ
リ
ン
デ
ィ
と
い
う
こ
と
で
落
ち
着
い
た
。
委
員
会
構
成
は
リ
ン
・
イ
ン
・
チ
ン
、
パ
ラ

ダ
・
ハ
ラ
ハ
ッ
プ
、

ク
ウ
・
ブ
ン
・
シ
ウ
、

ア
ハ
マ
ド
・
ウ
ォ
ン
グ
ス
セ
ウ
ォ
ジ
ョ
、
ビ

l
・
ギ
ア
ウ
・
チ
ゥ
ン
と
な
っ
た
。

つ
ま

り
、
当
初
の
予
定
か
ら
は
、

ク
ェ
・
ケ
ッ
ク
・
ベ
ン
と
リ
ン
・
イ
ン
・
チ
ン
が
退
い
た
こ
と
に
な
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
こ
で
名
前
が
挙
が
っ
た
の
は
す
べ
て
当
時
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
な
か
で
は
主
立
っ
た
顔
ぶ
れ
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
協
会
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
と
華
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
協
働
す
る
形
で
立
ち
あ
げ
ら
れ
た
。
こ
こ
か
ら

は
、
東
イ
ン
ド
は
「
複
合
社
会
」
（
司

zs
－r
i
S）
で
あ
る
と
論
じ
た
フ
ァ

l
ニ
ヴ
ア
ル
の
理
解
と
は
異
な
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
間

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

フ
ァ

l
ニ
ヴ
ア
ル
は
、
各
人
種
は
市
場
に
お
い
て
の
み
交
流
し
、
そ
の
他
の
場
面

で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
人
種
の
枠
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
し
た
。
し
か
し
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
そ
う
し
た
人
種
の
枠
を
超
え
た
交
流

を
日
常
的
に
お
こ
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
『
澗
水
新
日
報
』

は
華
人
系
マ
レ

I
語
紙
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
創

刊
以
来
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の

R
・
M
・
ビ
ン
タ
ル
テ
イ
（
戸
富
－

E
E
E
C
は
編
集
委
員
と
し
て
働
い
て
い
た
。
逆
に
、
人
種
の
枠
を

超
え
た
連
帯
が
存
在
し
作
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
対
す
る
東
イ
ン
ド
国
家
の
監
視
の
目
が
存
在
し
て
い
た



と
も
い
え
る
。

で
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
い
か
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
に
い
た
の
か
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
｜
｜
リ
ム
・
ク
ン
・
ヒ
ア
ン
｜
｜

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
検
証
す
る
た
め
に
、

リ
ム
・
ク
ン
・
ヒ
ア
ン
の
経
歴
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。
彼
は
植
民
地

期
に
も
っ
と
も
活
発
な
執
筆
活
動
を
お
こ
な
っ
た
華
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
り
、

一
九
二

0
年
代
か
ら
一
九
一
二

0
年
代
に
か
け
て

華
人
が
お
か
れ
た
微
妙
な
政
治
的
立
場
を
代
表
す
る
人
物
で
あ
る
。

東インドにおけるジャーナリスト空間と華人（山本信人）

リ
ム
・
ク
ン
・
ヒ
ア
ン
は
一
八
九
六
年
に
東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
の
バ
ン
ジ
ャ
ル
マ
シ
ン
で
生
ま
れ
た
。
父
リ
ム
・
ケ
・
ア
ン

（

F
5
5
 

問
。
〉
ロ
）
は
裕
福
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
リ
ム
・
ク
ン
・
ヒ
ア
ン
は
バ
ン
ジ
ャ
ル
マ
シ
ン
の
オ
ラ
ン
ダ
語
学
校

で
勉
強
し
、
後
に
バ
タ
ヴ
ィ
ア
で
法
律
学
を
修
め
る
ま
で
に
い
た
っ
た
。
か
れ
は
バ
ン
ジ
ャ
ル
マ
シ
ン
に
い
た
こ
ろ
か
ら
、
地
元
の

『
プ
ニ
ン
バ
ン
ガ
ン
』

S
S
S
E高
き
）
紙
お
よ
び
ス
ラ
バ
ヤ
の
雑
誌
『
チ
ュ
ン
・
チ
ィ
ウ
』
（
0
．0
g
q
s
n）
に
執
筆
陣
と
し
て
加
わ

の
記
者
に
な
り
、

ス
マ
ラ
ン
の
オ
ラ
ン
ダ
語
日
刊
紙
『
ド
ゥ
・
ロ
コ
モ
テ
ィ
フ
』
（
匂
内

h
R
Sミ
色

ヤ
の
オ
ラ
ン
ダ
語
日
刊
紙
『
ス
ラ
バ
イ
ア
シ
ュ
・
ハ
ン
デ
ル
ス
ブ
ラ
ド
』
（
h
ミ
ミ

E
E込
町
司
。
ミ
内
容
～
む
ら
に
は
い
く
つ
か
の
記
事
を

っ
て
い
た
。
そ
の
後
、

ス
－
フ
バ

寄
稿
し
た
。

一
九
一
七
年
、
リ
ム
・
ク
ン
・
ヒ
ア
ン
が
二
一
歳
の
時
、

ス
ラ
バ
ヤ
で
自
身
の
週
刊
誌
「
ソ
オ
・
リ
ム
・
ポ
オ
」
（

hs

』
い

3
3。
）
を
刊
行
し
た
が
、
短
期
間
で
廃
刊
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
の
後
一
年
ほ
ど
は
ス
マ
ト
ラ
の
ア
チ
ェ
で
仕
事
を
し
た
後
、

一
九
一
八
年
か
ら
一
九
一
二
年
に
か
け
て
西
ス
マ
ト
ラ
の
パ
ダ
ン
で

『
シ
ナ
l
ル
・
ス
マ
ト
ラ
』
（
担
ミ
需
を
さ
ミ
ミ
）
と
い
う
日
刊
華

『
シ
ナ
l
ル
・
ス
マ
ト
ラ
」

は
、
バ
夕
、
ヴ
ィ
ア
の

「
新
報
』
と
並
ん
で
、
急
進
的
な

人
系
マ
レ

l
語
紙
の
主
筆
と
な
っ
た
。
当
時
の

華
人
系
マ
レ

l
語
紙
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。

一
九
一
二
年
半
ば
リ
ム
・
ク
ン
・
ヒ
ア
ン
は
ス
ラ
バ
ヤ
へ
戻
り
、
そ
こ
で
テ
・
キ
ア
ン
・
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（叶

F
O
E
g
m
g
m）
が
主
幹
の
華
人
系
マ
レ

l
語
週
刊
誌
「
プ
ワ
ル
タ
・
ス
ラ
バ
ヤ
』
（

3
5
5
N
E
q
Q
E
E）
の
編
集
員
と
な
っ

セ
ン



た。

一
九
二
五
年
か
ら
一
九
二
九
年
に
か
け
て
は

九

『
ス
ア
ラ
・
プ
ブ
リ
ク
』
（
h
R
Q
E
、
足
主
主

で
編
集
員
と
し
て
働
い
た
。

地域研究

二
九
年
に
転
機
が
訪
れ
る
。
破
産
に
追
い
込
ま
れ
た

『
澗
水
新

242 

『
澗
水
新
日
報
』
を
引
き
受
け
る
形
で
、
リ
ム
・
ク
ン
・
ヒ
ア
ン
は

直
報
』
（
句
吉
呂
、
。
）
を
発
刊
し
、
自
ら
主
幹
の
座
に
つ
い
た
。
『
澗
水
新
直
報
』

で
珠
腕
を
ふ
る
い
な
が
ら
、

リ
ム
・
ク
ン
・
ヒ
ア

慶醸の政治学

ン
は
穏
健
派
と
い
わ
れ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
の
親
交
も
深
め
た
。
そ
の
な
か
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
党

（2
5仲
田
包
括

E
H
E
0
5
5）
を
率
い
て
い
た
ス
ト
モ
博
士
（
ロ
円
∞
8
吉
田
。
）
も
含
ま
れ
て
い
た
。
む
し
ろ
よ
り
正
確
に
は
、

士
の
周
り
に
つ
く
ら
れ
て
い
た
進
歩
的
知
識
人
の
サ
ー
ク
ル
に
リ
ム
・
ク
ン
・
ヒ
ア
ン
が
迎
え
入
れ
ら
れ
た
と
い
え
る
。

ス
ト
モ
博

一
九
三

0
年
代
に
は
い
る
と
リ
ム
・
ク
ン
・
ヒ
ア
ン
は
政
治
的
活
動
と
発
言
を
い
っ
そ
う
活
発
化
さ
せ
た
。
そ
の
一
端
が
、

九

三
二
年
に
設
立
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
華
人
党
（
2
1
s
d
g
m
F
S
F号
5
5）
で
あ
り
、
リ
ム
・
ク
ン
・
ヒ
ア
ン
は
議
長
に
就
任
し
た
。
「
澗

水
新
直
報
』

は
こ
れ
以
降
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
華
人
党
の
党
機
関
紙
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、

一
九
三
三
年
初

頭
、
リ
ム
・
ク
ン
・
ヒ
ア
ン
は

『
澗
水
新
直
報
』

の
社
長
と
衝
突
し
、
同
紙
主
幹
の
座
を
辞
し
た
。
す
ぐ
に
ク
ウ
ェ
・
ヒ
ン
・
チ
ァ

ッ
ト
に
誘
わ
れ
て
、

ス
マ
ラ
ン
の
ウ
ィ
・
テ
イ
オ
ン
・
ハ
ム
財
閥
が
経
営
す
る
華
人
系
マ
レ

l
語
紙
『
マ
タ
・
ハ
リ
』
（
ミ
a
s
h宅九）

の
ス
ラ
バ
ヤ
在
住
記
者
と
な
っ
た
。

ウ
ィ
・
テ
イ
オ
ン
・
ハ
ム
財
閥
は
ス
マ
ラ
ン
に
基
盤
を
お
く
華
僑
協
会
（

gz呂
田
君
こ
ま
）
と

密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
た
。

リ
ム
・
ク
ン
・
ヒ
ア
ン
の
よ
う
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
華
人
党
に
属
し
て
い
な
が
ら
華
僑
協
会
に
関
係
す
る
新
聞
で
働
く
こ
と
は
、

従
来
の
研
究
枠
組
み
か
ら
す
る
と
矛
盾
す
る
行
動
で
あ
っ
た
。
従
来
の
植
民
地
期
の
華
人
研
究
に
よ
る
と
、
東
イ
ン
ド
の
華
人
に
は

二
つ
の
政
治
的
潮
流
が
あ
っ
た
。
中
国
へ
の
志
向
性
を
強
く
も
つ

『
新
報
』
グ
ル
ー
プ
、
東
イ
ン
ド
で
の
華
人
の
地
位
の
確
立
を
目

指
す
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
華
人
党
、
そ
し
て
オ
ラ
ン
ダ
と
の
協
働
を
目
標
と
す
る
華
僑
協
会
の
三
つ
で
あ
る
。
こ
の
理
解
に
基
づ
く
と
、

リ
ム
・
ク
ン
・
ヒ
ア
ン
の
よ
う
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
華
人
党
の
設
立
者
で
あ
り
な
が
ら
、
華
僑
協
会
と
関
係
の
あ
る

『
マ
タ
・
ハ
リ
』

紙
の
記
者
と
な
る
こ
と
は
、
三
分
類
を
超
越
す
る
行
為
と
な
る
。

リ
ム
・
ク
ン
・
ヒ
ア
ン
が
政
治
的
に
転
向
し
た
な
ら
ば
従
来
の
枠



組
み
は
機
能
す
る
が
、
か
れ
は
そ
う
い
う
素
振
り
を
み
せ
な
か
っ
た
た
め
に
、
逆
に
従
来
の
華
人
を
三
分
類
化
す
る
枠
組
み
自
体
を

疑
っ
て
か
か
る
必
要
が
あ
る
。

さ
て
、
リ
ム
・
ク
ン
・
ヒ
ア
ン
は
バ
タ
ヴ
ィ
ア
へ
移
動
し
、
法
律
学
校
（
問
。
。
宮
田
。
m
O
8
z
o
o
－
）
で
法
律
を
学
ん
だ
。
同
時
に
、
ジ

ャ
l
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
仕
事
は
着
実
に
こ
な
し
て
い
た
。
ま
ず
、
著
名
な
作
家
・
文
化
人
で
あ
る
サ
ヌ
シ
・
パ
ネ
（
∞
言
。

3

3
5）
と
と
も
に
、
当
地
の
雑
誌
『
テ
ィ
ン
ブ
ル
』
（
早
急
2
3
の
編
集
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
『
商
報
』
（

hg旬、。）

で
は
編
集
主
幹
と
な
っ
た
。
『
商
報
』

は
当
時
、
華
僑
協
会
を
一
九
三
四
年
に
退
会
し
た
ポ
ア
・
リ
オ
ン
・
ギ
（
冨
。
ω
亡
。
口
問
。
局
、

藩
良
義
）
が
所
有
す
る
、
華
人
系
マ
レ
l
語
夕
刊
紙
で
あ
っ
た
。
こ
の
他
に
も
、
バ
夕
、
ヴ
ィ
ア
で
は
モ
ハ
マ
ド
・
ヤ
ミ
ン

（

z
c
v
ω
B自
主

東インドにおけるジャーナリスト空間と華人（山本信人）

J
1
日
出
百
）
や
ア
ミ
ル
・
シ
ャ
リ
フ
デ
ィ
ン

（
〉
邑
司
∞
」
包
向
。
。
品
目
）
と
い
う
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
の
親
交
も
深
め
た
。

モ
ハ
マ
ド
・
ヤ
ミ
ン
、

ア
ミ
ル
・
シ
ャ
リ
フ
デ
ィ
ン
、
サ
ヌ
シ
・
パ
ネ
は
日
刊
紙
『
ク
パ
ン
グ
ナ
ン
』
（

hss同
R
Eミ
）
を
発
行
し

て
い
た
が
、
そ
の
印
刷
は
商
報
印
刷
局
が
請
け
負
っ
て
お
り
、
『
商
報
』
と
記
事
や
報
道
の
共
有
と
い
う
こ
と
も
お
こ
な
っ
て
い
た
。

『
パ
ノ
ラ
マ
』
誌
の
編
集
長
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
。
『
パ
ノ
ラ
マ
』

一
九
三
六
年
に
は
、

。〉

編

そ
し
て
、

リ
ム
・
ク
ン
・
ヒ
ア
ン
は

集
委
員
会
は
、

ア
ミ
ル
・
シ
ャ
リ
フ
デ
ィ
ン
、

モ
ハ
マ
ド
・
ヤ
ミ
ン
、
ポ
ア
・
リ
オ
ン
・
ギ
、

A
・
ス
バ
ル
ジ
ヨ
（
〉
・
∞
己
vR＆。）、

サ
ヌ
シ
・
パ
ネ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
の
で
、
ま
さ
に
友
人
か
ら
の
推
挙
に
よ
っ
て
編
集
長
に
就
任
し
た
と
い
え
る
。

『
商
報
』
を
離
れ
、

『
コ
ン
・
ホ
ア
・
ポ
』
（
h
g
h
h
g
h
u。）

一
九
三
七
年
四
月
、

の
編
集
長
と
な
っ
た
。

リ
ム
・
ク
ン
・
ヒ
ア
ン
は

と
い
っ
て
も
、
両
紙
と
も
に
ポ
・
リ
オ
ン
・
ギ
が
経
営
し
て
い
た
た
め
に
、
姉
妹
紙
へ
の
移
籍
と
い
っ
て
よ
い
。
『
コ
ン
・
ホ
ア
・
ポ
」

の
印
刷
は
商
報
印
刷
局
が
お
こ
な
っ
た
の
も
当
然
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

一
年
半
後
の
一
九
三
八
年
一
一
月
に
は
リ
ム
・
ク
ン
・
ヒ

「
コ
ン
・
ホ
ア
・
ポ
』
を
辞
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
華
人
党
の
新
し
い
議
長
で
あ
る
チ
ョ
ア
・
シ
ク
・
イ
エ
ン

（

d
g
∞－
w
H
O
D）

 

ア
ン
は

の
招
聴
を
受
け
て
、
『
澗
水
新
直
報
』

の
経
営
に
携
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
翌
一
九
三
九
年
一
月
に
は
同
紙
の
主
幹
と
な
っ
た
が
、
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パ
タ
ヴ
イ
ア
で
法
律
学
の
勉
強
を
継
続
す
る
と
い
う
理
由
で
同
紙
を
辞
し
、
編
集
主
幹
は
タ
ン
・
リ
ン
・
ジ
エ

（
叶
自
己
ロ
関
口
」
芯
）
に



譲
っ
た
。

地域研究

以
上
の
よ
う
な
リ
ム
・
ク
ン
・
ヒ
ア
ン
の
半
生
を
振
り
返
っ
て
、

い
く
つ
か
興
味
深
い
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
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か
れ
は
一
都
市
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
経
歴
を
み
る
と
、
パ
ン
ジ
ャ
ル
マ
シ
ン
、

ス
ラ
バ
ヤ
、

慶醸の政治学

ス
ラ
バ
ヤ
と
い
う
よ
う
に
各
地
を
転
々
と
し
て
い
る
。
第
二
に
、

パ
ダ
ン
、

ス
マ
ラ
ン
、
バ
夕
、
ヴ
ィ
ア
、

リ
ム
・
ク
ン
・
ヒ
ア
ン
は

各
地
で
編
集
主
幹
の
職
に
就
い
た
。
『
シ
ナ
l
ル
・
ス
マ
ト
ラ
』
、
「
ス
ア
ラ
・
プ
ブ
リ
ク
』
、
『
澗
水
新
直
報
』
、
『
マ
タ
・
ハ
リ
』
、
『
商

報
』
、
『
パ
ノ
ラ
マ
』
、
「
コ
ン
・
ホ
ア
・
ポ
』
と
い
う
よ
う
に
、
じ
つ
に
六
紙
・
一
誌
で
編
集
主
幹
を
務
め
た
。
こ
れ
ら
の
新
聞
・
雑

誌
は
華
人
経
営
の
も
の
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
経
営
の
も
の
も
あ
っ
た
。

第
三
に
、

リ
ム
・
ク
ン
・
ヒ
ア
ン
は
異
な
る
政
治
的
志
向
性
を
も
っ
華
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
知
識
人
と
広
い
交
流
網
を
有
し
て

い
た
。
テ
・
キ
ア
ン
・
セ
ン
、

ク
ウ
ェ
・
ヒ
ン
・
チ
ァ
ッ
ト
、
ポ
ア
・
リ
オ
ン
・
ギ
は
か
な
ら
ず
し
も
リ
ム
・

ハ
ウ
・
テ
ク
・
コ
ン
、

ク
ン
・
ヒ
ア
ン
と
政
治
的
志
向
性
を
共
有
す
る
者
で
は
な
く
、
な
か
に
は
リ
ム
・
ク
ン
・
ヒ
ア
ン
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
華
人
党
と
は
異

な
る
華
僑
協
会
に
属
す
る
者
も
い
た
。

し
か
も
か
れ
ら
の
あ
い
だ
に
は
一
種
の
人
事
異
動
の
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、

ウ
イ
・
キ
エ
・
ホ
ク
（
。
2
目。

国
O
片
）
が
『
澗
水
新
日
報
」

の
編
集
か
ら
身
を
退
い
た
あ
と
、

タ
ン
・
キ
エ
ン
・
リ
ア
ン

2
2剛
P
S
F
－S）
と
リ
・
シ
ン
・
テ
ィ
ア

ン

（
亡
。
∞
百
臣

5
）
が
そ
の
職
を
継
い
だ
。

タ
ン
・
キ
エ
ン
・
リ
ア
ン
は
バ
ン
ド
ン
の
日
刊
華
人
系
マ
レ

l
語
紙
「
シ
ン
・
ピ
ン
』
（
匂
吉

同
町
ミ
）

の
編
集
担
当
者
で
あ
り
、

リ
・
シ
ン
・
テ
ィ
ア
ン
は
ス
ラ
バ
ヤ
の
華
人
系
マ
レ
l
語
紙
で
あ
る

の
編
集
主
幹
で
あ
っ
た
。
数
日
後
、
「
澗
水
新
日
報
』
を
辞
し
た
リ
ム
・
ジ
ッ
ト
・
セ
ン
（

E
S

『
テ
ィ
フ
ン
・
テ
ィ
ウ
』
（
司
～
ぢ
S

0
．PE
n
）
と
『
プ
リ
タ
』
（
P
E
S）

SFH
∞
gm）
と
ウ
ィ
・
キ
・
ホ
ク
（
C
2
白
。
出
品
）
は
、

ス
マ
ラ
ン
の
日
刊
華
人
系
マ
レ
l
語
紙
で
あ
る

「
ワ
ル
ナ
・
ワ
ル
タ
』
（
ぎ
ミ
む

き
さ
）

の
編
集
担
当
の
職
を
得
た
。
図
っ
た
か
の
よ
う
な
人
事
異
動
の
タ
イ
ミ
ン
グ
か
ら
は
、
人
事
異
動
の
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し

て
い
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

リ
ム
・
ク
ン
・
ヒ
ア
ン
の
み
な
ら
ず
、
主
要
な
華
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
各
地
の
主
要



華
人
系
マ
レ

l
語
紙
の
編
集
者
と
し
て
各
地
を
転
々
と
す
る
の
が
常
態
化
し
て
い
た
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
間
の
人
脈
が
な
け
れ
ば
、

こ
う
し
た
人
事
異
動
の
シ
ス
テ
ム
は
機
能
し
な
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
各
地
の
主
要
華
人
系
マ
レ

l
語
紙
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
政
治
的
志
向
性
よ
り
も
、
編
集
者
と
し
て
の
能
力
を
評
価
し
、
そ
れ
を
活
用
す
る
と
い
う
「
了
解
」
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
も
伺

え
る
。第

四
に
、

リ
ム
・
ク
ン
・
ヒ
ア
ン
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
知
識
人
と
も
親
交
を
深
め
て
い
た
。
戦
術
の
よ
う
に
、

ス
ト
モ
博
士
、
サ

ヌ
シ
・
パ
、
不
、

ア
ミ
ル
・
シ
ャ
リ
フ
デ
イ
ン
な
ど
ス
ラ
バ
ヤ
や
バ
夕
、
ヴ
ィ
ア
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
は
、
新
聞
・

雑
誌
の
編
集
を
と
お
し
て
協
働
し
た
。
こ
の
友
人
関
係
は
、

リ
ム
・
ク
ン
・
ヒ
ア
ン
の
個
性
と
職
業
だ
け
で
は
な
く
、
オ
ラ
ン
ダ
語

東インドにおけるジャーナリスト空間と華人（山本信人）

教
育
と
い
う
共
通
点
を
基
盤
と
し
て
い
た
。
リ
ム
・
ク
ン
・
ヒ
ア
ン
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
友
人
た
ち
を
と
お
し
て
も
広
が
り
を
み
せ

た
。
か
れ
の
友
人
で
あ
る
ク
ウ
ェ
・
ヒ
ン
・
チ
ァ
ッ
ト
は
パ
ラ
ダ
・
ハ
ラ
ハ
ッ
プ
、
サ
エ
ル
ン

（∞
8
8
0ロ）、

パ
ク
リ
・
ス
ラ
ア
ト

マ
ジ
ヤ
（

E
E∞
己
主
B
差
ω
）
と
関
係
が
あ
っ
た
し
、
『
新
報
』
紙
社
長
の
ク
ウ
ェ
・
ケ
ッ
ク
・
ベ
ン
（
同

5
0関
井
田

gm）
は
W
・
R
・

ス
プ
ラ
ト
マ
ン
と

D
・
ク
ス
マ
ニ
ン
グ
ラ
ト
（
ロ
・
問
。
2
8
5
8
5唱
包
）
を
雇
用
し
た
。

じ
つ
は
、

一
九
三

0
年
代
後
半
に
お
け
る
リ
ム
・
ク
ン
・
ヒ
ア
ン
の
行
動
、
特
に
か
れ
の
バ
タ
ヴ
ィ
ア
へ
の
こ
だ
わ
り
を
理
解
す

る
に
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
の
関
係
が
重
要
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
お
よ
び
植
民
地
に
お
け
る

反
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
気
運
が
高
ま
る
な
か
、
東
イ
ン
ド
で
も
一
九
三
七
年
四
月
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
民
運
動
（
C
O
S
E口問。｝心包

H
E
0
5
3
R
白
色
足
。
）
が
設
立
さ
れ
た
。
サ
ル
ト
ノ
（
∞
主
。

g）
を
指
導
者
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
ア
ミ
ル
・

シ
ャ
リ
フ
デ
イ
ン
、
サ
ヌ
シ
・
パ
ネ
、

モ
ハ
マ
ド
・
ヤ
ミ
ン
ら
、

リ
ム
・
ク
ン
・
ヒ
ア
ン
と
親
交
の
深
い
知
識
人
も
関
与
し
て
い
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
民
運
動
は
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
社
会
主
義
的
志
向
性
、
国
際
的
志
向
性
を
有
し
た
政
治
運
動
体
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、

ほ
ぼ
一

O
年
ぶ
り
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
主
体
の
政
治
運
動
体
と
し
て
は
そ
の
門
戸
を
華
人
に
も
開
放

東
イ
ン
ド
政
治
の
文
脈
で
は
、

24う

し
た
点
が
特
筆
で
き
る
。
そ
し
て
、
友
人
の
誘
い
を
受
け
た
リ
ム
・
ク
ン
・
ヒ
ア
ン
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
民
運
動
に
参
加
し
た
の
で



あ
る
。

地域研究

こ
の
よ
う
に
個
人
的
な
関
係
の
輸
が
広
が
り
、
東
イ
ン
ド
に
お
け
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
お
よ
び
知
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
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れ
て
い
た
。
し
か
も
そ
の
知
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
論
争
を
共
有
す
る
ま
で
に
い
た
っ
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
節
で
検
証

慶醸の政治学

す
る
。

四

知
識
人
・
華
人
・
論
争

本
節
で
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
お
よ
び
知
識
人
の
あ
い
だ
で
の
論
争
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
こ
れ
は
さ
き
に
触
れ
た
ス
ル
ヤ
デ

ィ
ナ
タ
に
代
表
さ
れ
る
華
人
研
究
で
は
、
華
人
の
あ
い
だ
の
政
治
的
志
向
性
の
相
違
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
し
か
し
、

本
稿
で
は
政
治
的
志
向
性
の
相
違
そ
の
も
の
を
問
う
の
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
論
争
が
発
生
し
、
論
争
が
成
立
し
て
い
る
事
実
に
着

目
し
た
い
。
し
か
も
論
争
は
華
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
あ
い
だ
で
の
み
発
生
し
た
の
で
は
な
く
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
ジ
ャ

l
ナ
リ
ス

ト
や
知
識
人
を
も
巻
き
込
む
形
で
展
開
し
た
。
論
争
が
成
立
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ
に
共
有
さ
れ
る
一
言
説
が
存
在
す
る
こ
と
を

音
叫
味
し
、
そ
れ
を
探
る
こ
と
で
論
争
の
主
体
で
あ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
共
有
し
て
い
た
現
実
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

論
争
と
は
東
イ
ン
ド
社
会
に
お
け
る
プ
ラ
ナ
カ
ン
を
い
か
に
認
識
す
る
か
と
い
う
点
を
め
ぐ
っ
て
展
開
し
た
。
論
争
は
一
九
三
四

年
半
ば
に
発
生
し
た
。

一
九
三
四
年
と
い
え
ば
、
東
イ
ン
ド
政
治
の
文
脈
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
運
動
が
抑
圧

さ
れ
、

（
∞
ロ
宮
口
♂

E
号
）
と
い
っ
た
指
導
的
な
立
場
に
あ
る
人
物
は

（∞

g
E言。）、

ハ
ッ
タ
（
宮
・
国
主
ω
）
、
シ
ャ
ブ
リ
ル

ス
カ
ル
ノ

軒
並
み
政
治
犯
収
容
所
へ
流
刑
と
な
っ
て
い
た
。
換
言
す
れ
ば
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
に
よ
る
反
植
民
地
的
政
治
は
囲
い
込
ま
れ
、
現

地
住
民
に
し
て
み
れ
ば
政
治
的
な
閉
塞
状
況
に
陥
っ
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
と
き
に
プ
ラ
ナ
カ
ン
の
社
会
的
位
置
を
め

ぐ
る
論
争
が
わ
き
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。



事
の
発
端
は
一
九
三
四
年
八
月
に
ク
ウ
ェ
・
ヒ
ン
・
チ
ァ
ッ
ト
が
「
成
人
と
し
て
の
バ
バ
」
（

E
g
u
g虫
色
と
い
う
論
考
を
『
マ

タ
・
ハ
リ
」
創
刊
号
に
寄
せ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
か
れ
が
主
張
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
先
三

O
年
ほ
ど
の
あ
い
だ
に

バ
パ
は
東
イ
ン
ド
社
会
に
同
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
い
う
大
地
の
子
で
あ
る
パ
パ
が
有
す
る
政
治
的
地
位
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
混
乱
や
二
重
構
造
を
癒
す
で
あ
ろ
う
道
徳
的
な

権
利
に
の
み
基
づ
く
の
で
は
な
く
、
死
活
問
題
に
も
関
わ
る
経
済
的
利
益
を
も
要
と
し
て
い
る
。
〈
中
略
〉

こ
れ
か
ら
一
世
代
、
す
な
わ
ち
三
O
年
ほ
ど
の
あ
い
だ
に
、
東
イ
ン
ド
か
ら
追
放
さ
れ
る
べ
き
対
象
で
あ
る
社
会
に
混
乱
を
も
た
ら
す
一
握

東インドにおけるジャーナリスト空間と華人（山本信人）

り
の
中
国
人
を
除
い
て
、
バ
バ
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
会
に
同
化
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
タ
イ
な
ど
で
当
地
の
華
人

が
同
化
し
て
い
る
よ
う
に
。

な
ぜ
こ
の
文
章
が
論
争
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
の
か
。
か
れ
の
発
言
が
論
争
の
的
と
な
っ
た
の
は
、
か
れ
の
使
用
し
た
「
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
と
い
う
大
地
の
子
」
と
い
う
表
現
で
あ
っ
た
。
バ
バ

（
プ
ラ
ナ
カ
ン
）
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
い
う
大
地
の
子
で
あ
る
こ
と
が

な
ぜ
論
争
に
な
る
の
か
。
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
い
う
大
地
の
子
」
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人

2
E
8
2
2）
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
そ
こ

に
は
プ
ラ
ナ
カ
ン
が
含
ま
れ
な
い
と
い
う
社
会
通
念
が
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
論
争
が
成
立
す
る
た
め
に
は
賛
成
派
と
反
対
派
が
必
要
と
な
る
。
ま
ず
賛
成
派
と
し
て
は
、
ス
ト
モ
博
士
、
シ
ン
ギ
イ

（∞
5
m
m
F）
、
サ
テ
ィ
マ
ン
博
士
（
ロ
円
∞
さ
5
8）
と
い
う
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
知
識
人
が
い
る
。
ま
た
、
新
聞
で
は
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル

タ
の
日
刊
紙
『
ス
デ
ィ
オ
・
ト
モ
』
（
昨
込
。

p
s。
）
が
、
以
下
の
よ
う
に
や
や
厳
し
い
論
調
で
は
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
支
持
の
態

度
表
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
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わ
れ
わ
れ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
と
し
て
も
、
か
れ
ら
が
同
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
な
ら
ば
大
き
く
扉
を
開
い
て
待
つ
こ
と
と
し
よ
う
で
は
な
い

地域研究

か
。
た
だ
し
、
か
れ
ら
の
主
張
が
本
当
に
心
の
奥
底
か
ら
で
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
一
員
と
し
て
有
す
る
で
あ
ろ
う
す
べ
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て
の
義
務
を
確
実
に
実
行
し
、
パ
パ
に
接
す
る
の
と
同
じ
よ
う
に
母
な
る
大
地
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
土
地
の
子
す
べ
て
に
も
同
じ
よ
う
に
接
す

る
の
で
あ
れ
ば
と
い
う
条
件
が
つ
く
。

慶醸の政治学

現
状
で
は
プ
ラ
ナ
カ
ン
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
で
は
な
い
が
、
同
化
す
る
可
能
性
を
残
し
て
お
こ
う
と
い
う
議
論
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
プ
ラ
ナ
カ
ン
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
と
し
て
の
義
務
の
履
行
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
と
の
親
密
な
関
係
性
の
樹
立
を
条
件
と
し
て

掲
げ
て
い
る
。
ク
ウ
ェ
・
ヒ
ン
・
チ
ァ
ッ
ト
は
一
世
代
の
う
ち
に
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
変
化
の
こ
と
を
議
論
し
て
い
る
の
で
あ
っ

て
、
そ
の
か
ぎ
り
で
は
す
べ
て
の
議
論
は
仮
定
の
話
に
な
る
。
賛
成
派
の
議
論
の
強
さ
と
弱
さ
は
そ
の
点
に
あ
っ
た
。

と
い
う
の
も
、

ク
ウ
ェ
・
ヒ
ン
・
チ
ァ
ッ
ト
の
議
論
に
対
す
る
批
判
は
現
状
理
解
に
基
づ
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

ス
マ
ラ
ン
に

あ
る
シ
ャ
ム
ス
デ
ィ
ン
の

『
バ
ハ
ギ
ア
』
（

E
E
h
E）
紙
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
日
刊
紙
「
ウ
ト
ウ
サ
ン
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
』
紙
、

ス
ラ
バ
ヤ
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
サ
ヌ
シ
・
パ
ネ
の

主
幹
を
務
め
る

「
ス
ア
ラ
・
ウ
ム

l
ム
』
（
P
8
5
0
3
2ミ
）
紙
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
で
サ
エ
ル
ン
が

『
プ
マ
ン
ダ
ン
ガ
ン
』
紙
が
そ
の
例
で
あ
る
。
じ
つ
に
、
ジ
ャ
ワ
の
主
要
四
都
市
す
べ
て
の
主
要
新
聞
か
ら
異
議
申

し
立
て
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
う
ち
、
『
バ
ハ
ギ
ア
」

は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

プ
ラ
ナ
カ
ン
は
中
国
の
子
ど
も
に
さ
せ
て
お
こ
う
。
か
れ
ら
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
子
と
な
る
必
要
性
が
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

人
で
、
君
ら
は
中
国
人
で
あ
る
こ
と
は
厳
然
た
る
事
実
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
本
質
的
に
異
な
る
国
籍
を
所
有
し
て
い
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は

と
も
に
：
：
：
ア
ジ
ア
人
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
い
。



プ
ラ
ナ
カ
ン
は
中
国
の
子
ど
も
で
あ
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
子
ど
も
で
は
な
い
。
こ
の
主
張
が
ク
ウ
ェ
・
ヒ
ン
・
チ
ァ
ッ
ト
の
議

論
へ
の
反
論
と
な
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
と
中
国
人
と
は
異
な
る
と
い
う
事
実
関
係
を
確
認
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の

文
章
で
注
目
す
べ
き
は
、
プ
ラ
ナ
カ
ン
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
は
民
族
が
異
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
国
籍
も
異
な
る
と
い
う
論
点
を
提

示
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
プ
ラ
ナ
カ
ン
が
中
国
国
籍
保
有
者
で
あ
る
と
い
う
事
実
関
係
に
つ
い
て
は
疑
問
を
提
示
せ
ざ
る
を
得
な
い

が
、
問
題
は
そ
こ
で
は
な
く
「
わ
れ
わ
れ
」
と
「
か
れ
ら
」
を
区
別
す
る
尺
度
と
し
て
、
西
洋
発
の
国
民
国
家
の
規
定
が
援
用
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
点
で
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
い
う
未
来
の
国
民
国
家
を
想
定
は
し
て
い
な
い
も
の
の
、

東インドにおけるジャーナリスト空間と華人（山本信人）

東
イ
ン
ド
と
い
う
植
民
地
国
家
の
枠
組
み
の
な
か
で
「
わ
れ
わ
れ
」
と
「
か
れ
ら
」
と
の
使
い
分
け
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
反
対
派
は
、
民
族
的
な
相
違
と
い
う
現
実
か
ら
説
き
起
こ
す
こ
と
で
、
プ
ラ
ナ
カ
ン
は
中
国
人
で
あ
り
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
人
で
は
な
い
と
い
う
正
論
を
吐
い
た
。

話
を
ク
ウ
ェ
・
ヒ
ン
・
チ
ァ
ッ
ト
の
議
論
に
戻
し
て
み
る
と
、
か
れ
は
プ
ラ
ナ
カ
ン
が
同
化
す
べ
き
で
あ
る
と
は
い
っ
て
い
な
い
。

か
れ
の
指
摘
は
プ
ラ
ナ
カ
ン
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
会
に
同
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
プ
ラ
ナ
カ
ン
が
変
わ
る

だ
け
で
は
な
く
、
将
来
に
わ
た
っ
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
会
も
変
動
す
る
可
能
性
を
加
味
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ク
ウ
ェ
・

ヒ
ン
・
チ
ァ
ッ
ト
を
批
判
す
る
立
場
の
新
聞
は
、
将
来
の
政
治
社
会
変
動
と
い
う
要
素
を
遮
断
す
る
こ
と
で
、
現
状
認
識
が
継
続
す

る
と
い
う
保
守
的
な
議
論
を
展
開
し
て
い
る
と
い
え
る
。

本
稿
の
議
論
と
の
関
連
で
確
認
す
べ
き
は
、
第
一
に
、
論
争
そ
の
も
の
は
主
と
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
点

で
あ
る
。
た
し
か
に
論
争
の
発
端
は
ク
ェ
・
ヒ
ン
・
チ
ァ
ッ
ト
の
文
章
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
支
持
・
不
支
持
を
め
ぐ
る

展
開
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
が
主
体
と
な
っ
て
い
た
。

つ
ま
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
が
プ
ラ
ナ
カ
ン
を
ど
の
よ
う
に
政
治
的
に
位
置

づ
け
る
か
と
い
う
議
論
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
と
の
関
連
で
、

「
バ
ハ
ギ
ア
』

ク
ウ
ェ
・
ヒ
ン
・
チ
ァ
ッ
ト
を
批
判
す
る

の
一
節
に
は
、
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東
イ
ン
ド
の
実
質
的
な
権
力
者
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
人
と
自
分
た
ち
と
を
区
別
す
る
ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
「
わ
れ
わ
れ
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は
と
も
に
：
：
：
ア
ジ
ア
人
で
あ
る
」
と
い
う
一
文
で
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
も
プ
ラ
ナ
カ
ン
や
中
国
人
も
「
ア
ジ
ア
人
」
で
あ
る

と
く
く
る
こ
と
で
、
非
ア
ジ
ア
人
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
人
と
の
差
別
化
を
図
っ
て
い
る
。
こ
の
文
脈
で
は
、
「
わ
れ
わ
れ
」
は
「
ア
ジ

2ラO

ア
人
」
と
な
り
、
そ
れ
と
は
異
な
る
か
れ
ら
が
オ
ラ
ン
ダ
人
と
な
る
。
こ
こ
か
ら
、

一
九
二
五
年
に
設
立
さ
れ
た
「
ア
ジ
ア
・
ジ
ヤ

慶醸の政治学

ー
ナ
リ
ス
ト
協
会
」
も
、
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
集
団
と
い
う
意
味
を
込
め
て
「
ア
ジ
ア
」
と
い
う
名
称
が
採
択
さ

れ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
政
治
的
な
差
別
化
が
じ
つ
は
論
争
の
通
奏
低
音
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
プ
ラ
ナ
カ
ン
の
社
会
的
地
位
を
め
ぐ
っ
て
一
九
三
四
年
の
時
点
で
論
争
が
わ
き
起
こ
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
あ
の

時
点
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
に
よ
る
植
民
地
統
治
が
終
罵
を
迎
え
る
と
は
誰
も
夢
に
さ
え
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
反
植
民
地
権
力
を
め
ざ

す
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
運
動
は
こ
と
ご
と
く
抑
圧
さ
れ
、
聞
い
込
ま
れ
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
時
期
に
反
植
民
地
権
力

と
い
う
文
脈
で
は
論
争
を
繰
り
広
げ
る
こ
と
す
ら
で
き
な
い
。
し
か
し
、

ク
ウ
ェ
・
ヒ
ン
・
チ
ァ
ッ
ト
の
議
論
を
め
ぐ
る
賛
成
派
と

反
対
派
い
ず
れ
も
が
、
植
民
地
国
家
の
存
在
に
言
及
す
る
こ
と
な
く
論
争
を
繰
り
広
げ
た
こ
と
は
、
論
争
の
政
治
化
を
避
け
る
と
い

う
政
治
的
判
断
が
潜
ん
で
い
た
。
あ
る
い
は
政
治
化
を
避
け
る
こ
と
が
当
時
の
知
識
人
の
あ
い
だ
に
お
け
る
論
争
の
あ
り
方
で
あ
っ

た
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
東
イ
ン
ド
国
家
が
介
入
す
る
形
で
の
政
治
化
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
東
イ
ン
ド
に
お
け
る
「
ア

ジ
ア
人
」
の
社
会
的
地
位
を
め
ぐ
る
論
争
と
は
た
ん
な
る
社
会
的
な
論
争
を
超
え
て
、
政
治
的
な
意
味
合
い
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
点
は
、
一
九
三

0
年
代
後
半
、
東
イ
ン
ド
政
治
が
安
全
保
障
を
め
ぐ
る
政
治
へ
と
移
行
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
華
人
が
政
治
の

対
象
と
な
る
政
治
状
況
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

第
三
に
、
か
れ
の
発
言
の
政
治
性
は
、
か
れ
自
身
の
社
会
的
地
位
に
関
連
す
る
も
の
で
も
あ
る
。

ク
ウ
ェ
・
ヒ
ン
・
チ
ァ
ッ
ト
は

一
八
九
一
年
に
ス
ラ
バ
ヤ
に
生
ま
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
語
学
校
で
教
育
を
受
け
た
。

一
九
一

0
年
代
に
は
バ
タ
ヴ
ィ
ア
の
華
語
紙
『
新
報
』

の
編
集
長
を
任
さ
れ
て
い
た
。
「
新
報
』

は
親
中
国
の
立
場
を
取
り
、
当
時
高
揚
し
て
い
た
華
人
の
中
華
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
先
鋒

を
担
っ
て
い
た
。

ク
ウ
ェ
・
ヒ
ン
・
チ
ァ
ッ
ト
は
特
に
、
華
人
の
国
籍
を
め
ぐ
っ
て
親
中
国
、
反
オ
ラ
ン
ダ
の
立
場
を
明
確
に
打
ち



だ
し
て
い
た
た
め
に
、
東
イ
ン
ド
で
は
要
注
意
の
華
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
名
を
馳
せ
て
い
た
。

一
九
二
三
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

を
旅
行
し
た
の
ち
、
東
イ
ン
ド
へ
の
入
国
を
拒
否
さ
れ
、
中
国
へ
と
「
亡
命
」
し
た
。
そ
れ
か
ら
一

O
年
ほ
ど
経
っ
て
そ
の
中
国
で
、

当
時
東
南
ア
ジ
ア
随
一
の
大
財
閥
を
率
い
て
い
た
ウ
ィ
・
テ
イ
オ
ン
・
ハ
ム
と
運
命
的
な
出
会
い
を
し
、
同
氏
が
保
証
人
と
な
っ
て

東
イ
ン
ド
へ
の
再
入
国
が
認
め
ら
れ
た
。
華
人
系
マ
レ

i
語
日
刊
紙
の

『
マ
タ
・
ハ
リ
』
を
資
金
的
に
支
え
て
い
た
の
も
ウ
ィ
・
テ

の
経
営
者
兼
編
集
主
幹
で
あ
っ
た
ク
ウ
ェ
・
ヒ
ン
・
チ
ァ
ッ
ト
は
、
ま
さ
に
ウ
ィ
・

テ
イ
オ
ン
・
ハ
ム
に
東
イ
ン
ド
で
の
活
躍
の
場
を
あ
た
え
ら
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
頃
に
は
ク
ウ
ェ
・

イ
オ
ン
・
ハ
ム
財
閥
で
あ
っ
た
。
『
マ
タ
・
ハ
リ
』

一
九
二

0
年
代
ま
で
は
プ
ラ
ナ
カ
ン
と
し
て
親
中
国
で
あ
っ
た
の
だ
が
、

東インドにおけるジャーナリスト空間と華人（山本信人）

ヒ
ン
・
チ
ァ
ッ
ト
の
政
治
的
志
向
性
が
変
化
し
て
い
た
。

内
戦
を
繰
り
返
す
中
国
で
の
現
実
に
直
面
し
、
中
国
政
治
と
そ
の
未
来
に
幻
滅
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
む
し
ろ

リ
』
が
親
目
的
新
聞
と
分
類
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

M
、
ク
ウ
ェ
・
ヒ
ン
・
チ
ア
ツ
ト
は
親
中
国
と
い
う
よ
り
は
親
日
的
に
政
治
的

『
マ
タ
・
ハ

立
場
を
変
え
て
い
た
。
し
か
も
、
か
れ
は
変
動
し
は
じ
め
た
東
ア
ジ
ア
政
治
の
文
脈
の
な
か
で
、
東
イ
ン
ド
お
よ
び
プ
ラ
ナ
カ
ン
に

つ
い
て
の
再
定
位
を
試
み
て
い
た
。
こ
う
し
た
ク
ウ
ェ
・
ヒ
ン
・
チ
ア
ツ
ト
の
政
治
志
向
の
経
歴
を
振
り
返
る
と
、
本
稿
で
取
り
あ

げ
た
よ
う
な
論
争
を
巻
き
起
こ
し
た
プ
ラ
ナ
カ
ン
に
関
す
る
議
論
は
、
新
中
国
に
は
未
来
を
託
せ
な
い
現
実
を
熟
知
し
て
い
る
ク
ウ

ェ
・
ヒ
ン
・
チ
ァ
ッ
ト
が
、
東
イ
ン
ド
の
プ
ラ
ナ
カ
ン
の
直
面
す
る
で
あ
ろ
う
微
妙
な
政
治
的
な
問
題
を
示
唆
し
た
も
の
で
あ
る
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
に
、
こ
の
プ
ラ
ナ
カ
ン
を
め
ぐ
る
論
争
は
、
本
稿
冒
頭
で
引
用
し
た
一
九
四
八
年
で
の
認
識
と
は
本
質
的
に
異
な
る
。
独
立

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
プ
ラ
ナ
カ
ン
は
、
中
国
人
で
も
な
く
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
で
も
な
い
、
社
会
的
に
宙
ぶ
ら
り
ん
な
存
在
と
し
て
認

識
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、

一
九
三
四
年
の
論
争
の
時
点
で
は
、
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
」

の
プ
ラ
ナ
カ
ン
に
対
す
る
態
度
が
ポ

イ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
プ
ラ
ナ
カ
ン
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
と
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
が
受
け
容
れ
る
か
、
中
国
人
と
し
て
受
け
容
れ
る

2ラl

か
と
い
う
二
者
択
一
で
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
過
程
が
東
イ
ン
ド
に
お
け
る
多
民
族
を
構
成
要
因
と
す
る
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こ
と
に
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
論
理
的
に
は
プ
ラ
ナ
カ
ン
が
そ
の
一
部
と
な
る
た
め
に
は
土
着
民
族
化
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

2う2

九
三
四
年
の
論
争
は
こ
う
し
た
プ
ラ
ナ
カ
ン
の
民
族
性
を
め
ぐ
る
認
識
の
問
題
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
プ
ラ
ナ
カ
ン
の
民

族
性
を
受
け
容
れ
る
か
否
か
は
ま
さ
に
植
民
地
期
に
お
け
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
問
題
で
あ
っ
た
。

慶醸の政治学

以
上
の
よ
う
に
、
一
九
三
四
年
に
は
プ
ラ
ナ
カ
ン
を
め
ぐ
る
論
争
が
紙
上
で
わ
き
起
こ
っ
た
。
紙
上
論
争
は
、
「
相
互
引
用
の
文
化
」

の
も
と
に
た
が
い
に
新
聞
を
読
み
あ
っ
て
い
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
な
か
で
成
立
し
た
。

一
九
三
四
年
と
い
う
時

代
背
景
、
プ
ラ
ナ
カ
ン
と
い
う
話
題
、
論
争
の
主
体
と
し
て
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
存
在
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の
論
争
自
体
が
東
イ

ン
ド
国
家
の
介
入
を
招
く
と
い
う
意
味
で
政
治
化
す
る
可
能
性
は
少
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
運

動
が
組
織
と
し
て
華
人
を
排
除
し
て
い
た
時
期
に
お
い
て
、
当
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
が
プ
ラ
ナ
カ
ン
の
社
会
的

地
位
に
つ
い
て
論
争
を
展
開
し
た
事
実
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
と
プ
ラ
ナ
カ
ン
と
の
政
治
社
会
的
な
関
係
性
の
深
さ
を
物
語
る
。
近

代
的
植
民
地
社
会
と
し
て
の
建
設
過
程
に
あ
っ
た
東
イ
ン
ド
で
、
当
地
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
考
え
る
際
に
不
可
欠
な
存
在
で
あ
っ

た
プ
ラ
ナ
カ
ン
の
社
会
的
地
位
を
め
ぐ
る
論
争
は
、
民
族
に
な
り
得
な
い
プ
ラ
ナ
カ
ン
の
不
安
定
さ
を
象
徴
的
に
表
す
問
題
で
あ
る

と
と
も
に
、
た
ん
に
知
識
人
の
あ
い
だ
で
は
プ
ラ
ナ
カ
ン
限
定
の
問
題
で
は
な
く
、
知
識
人
全
体
を
取
り
巻
く
社
会
的
か
つ
問
主
観

的
な
問
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
は
、
論
争
を
可
能
に
さ
せ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
を
め
ぐ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
知
識
人
が
関
与
す
る
、
顔
の
み
え
る
人
間
関
係
に
基
づ
い
た
知
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
存
在
を

み
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
言
及
し
た
華
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
、

ク
ウ
ェ
・
ケ
ク
・
ベ
ン
、

リ
ム
・
ク
ン
・
ヒ
ア
ン
、

ク
ウ
ェ
・
ヒ
ン
・
チ
ァ
ッ
ト



の
三
人
で
あ
っ
た
。

い
ず
れ
も
二

O
世
紀
と
い
う
新
し
い
時
代
を
迎
え
る
頃
に
東
イ
ン
ド
に
生
を
受
け
た
プ
ラ
ナ
カ
ン
で
あ
っ
た
。

三
人
と
も
に
オ
ラ
ン
ダ
語
教
育
を
受
け
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
生
涯
の
職
と
し
て
選
択
し
た
。
リ
ム
・
ク
ン
・
ヒ
ア
ン
の
事
例
で
確

認
し
た
よ
う
に
、
か
れ
ら
の
交
友
関
係
は
、
プ
ラ
ナ
カ
ン
の
あ
い
だ
だ
け
で
は
な
く
、
華
人
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
知
識
人
、
オ
ラ
ン

ダ
人
ま
で
に
も
広
が
っ
て
い
た
。
か
れ
ら
は
プ
ラ
ナ
カ
ン
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
華
人
系
マ
レ

l
語
紙
に
従
事
し
た
。
華
人
系
マ

レ
l
語
紙
の
あ
い
だ
で
は
、
有
能
な
編
集
者
を
め
ぐ
っ
て
は
人
事
面
で
一
種
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
も
の
が
組
ま
れ
て
い
た
。

東
イ
ン
ド
社
会
に
お
い
て
華
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
自
立
（
孤
立
）
し
た
存
在
で
は
な
く
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
社
会
的

存
在
で
あ
っ
た
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
翼
も
担
っ
て
い
た
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
オ
ラ
ン

東インドにおけるジャーナリスト空間と華人（山本信人）

ダ
語
教
育
を
媒
介
に
し
て
、
東
イ
ン
ド
の
知
識
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
端
を
構
成
し
て
い
た
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
あ
い
だ
の
「
相

互
引
用
の
文
化
」
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
結
束
を
固
め
た
。
同
時
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
存
在
し
て
い
た
た
め
に
、

年
に
は
プ
ラ
ナ
カ
ン
の
社
会
的
地
位
を
め
ぐ
る
論
争
が
発
生
し
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
プ
ラ
ナ
カ
ン
の
民
族
性
が
隠
れ
た
主
題
で
あ

一
九
三
四

る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
東
イ
ン
ド
（
将
来
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
知
識
人
の
議
論
と
は
ま
さ
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ナ
シ
ヨ

ナ
リ
ズ
ム
の
特
性
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、

リ
ム
・
ク
ン
・
ヒ
ア
ン
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
民
党
に
参
加
し
た
こ
と
に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
華
人
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
は
将
来
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
向
か
っ
て
共
闘
す
る
関
係
に
も
あ
っ
た
。

以
上
、
本
稿
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
公
定
史
か
ら
は
周
縁
化
さ
れ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
華
人
を
東
イ
ン
ド
政
治

の
文
脈
に
引
き
戻
す
こ
と
で
、

一
九
二

0
年
代
か
ら
一
九
一
二

0
年
代
に
か
け
て
の
東
イ
ン
ド
政
治
史
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
再
現
す
る

」
と
が
で
き
る
。
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